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1.連携計画策定の概要 

1－1.連携計画策定の目的 

 阿智村が位置する南信州は、この地域の多くのバス路線をカバーする交通事業者が直営路線か

ら 2010 年 3 月を目途に撤退する方針が明らかになるなど、公共交通の大きな見直しが迫られて
いる地域である。 
 そのような中で阿智村では、周辺市町村と結ぶ路線バス、コミュニティバス、及び村内を回る

巡回バスが村民の足として運行されているが、先の動きもあり村内公共交通網の見直しが急務と

なっている。さらに、平成 21 年度 4 月 1 日には清内路村との合併も決定されており、両村一体
としての公共交通網見直しが必要になっている。 
 こうした背景を踏まえ、国の「地域公共交通活性化・再生事業」を活用し、地域における公共

交通を取り巻く環境調査を行い、現況を把握し整理・分析することで、効果的な地域公共交通の

あり方を検討し、地域公共交通総合連携計画としてまとめることとする。 
 
1－2.計画区域の設定 

 対象範囲は下図の通り、阿智村全域と清内路村全域とする。 
ただし、報告書中における阿智村とは特別注記がない場合、清内路村も含むものとする。 
なお、村内には市町村を跨ぐ広域的な路線があるため、当計画は関係市町村より承認を得るも

のとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1－3.計画期間 

 計画期間は平成 21年度から平成 23年度までの 3ヵ年とする。しかし、実施した施策に対して
23年度以降もＰＤＣＡのサイクルに従って、評価と改善を繰り返し実施していく。 
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1－4.連携計画策定の作業手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪地域公共交通総合連携計画≫≪地域公共交通総合連携計画≫

「地域公共交通活性化・再生総合事業」創設の背景と目的「「地域公共交通活性化・再生総合事業」創設の背景と目的地域公共交通活性化・再生総合事業」創設の背景と目的

公共交通の特性と果たすべき役割公共交通の特性と果たすべき役割

誰もが公平に利用できる交通手段

輸送効率が高く､環境にやさしい交通手段

定時・定路線運行の交通手段

公共交通に対する社会的要請公共交通に対する社会的要請

環境への配慮の必要性

コスト削減の必要性

利用者への配慮の必要性

公共交通の実態公共交通の実態

利用者の減少

経済的理由による
サービスレベルの低下

運行主体の
自治体への転換

更なる利用者の減少

行政負担の増加

公共交通存続の危機公共交通存続の危機 公共交通活性化・再生の必要性公共交通活性化・再生の必要性 「「地域公共交通活性化・再生総合事業」の創設地域公共交通活性化・再生総合事業」の創設

制度の概要　計画づくりから公共交通システムの構築まで､パッケージで支援　補助率1/3～1/2制度の概要　制度の概要　計画づくりから公共交通システムの構築まで､パッケージで支援　補助率1/3～1/2

地域連携計画の策定地域連携計画の策定 地域公共交通特定事業の実施地域公共交通特定事業の実施
地域公共交通特定事業の地域公共交通特定事業の
検証・評価検証・評価

地域の実情に即した地域の実情に即した
公共交通システムの構築公共交通システムの構築

制度運用のエンジン　法定協議会　　　国制度運用のエンジン　制度運用のエンジン　法定協議会　　　国

市　町　村
公共交通
事業者

道路
管理者

交通
管理者

住　　民
国の
担当者

県の
担当者

学識
経験者

主要組織
代表者

支援

■■社会条件社会条件　　 人口分布､年齢別人口構成､人口推移､世帯状況､通勤通学流動

■■土地利用・建物立地条件土地利用・建物立地条件　　公共施設分布､大規模小売店舗立地状況､大規模工場立地状況､医療・福祉
施設立地状況

■■道路・交通条件道路・交通条件　　道路混雑状況

■■公共交通条件公共交通条件　　鉄道駅位置図､鉄道駅乗降客数の推移､バス系統図､バス停位置､バス系統別運行状況､
バス系統別利用者数

■■財政状況財政状況　　 歳入・歳出状況､公共交通への財政支出額の推移

■■公共交通・まちづくり・道路整備に関する諸計画公共交通・まちづくり・道路整備に関する諸計画　　総合計画など

公共交通を取り巻く諸環境調査公共交通を取り巻く諸環境調査

公共交通に関する諸調査公共交通に関する諸調査公共交通に関する諸調査

■■バス利用実態調査バス利用実態調査
全てのバスに乗車し､バス停での乗車人員・降車人員を計測する｡

■■バス利用者ヒヤリング調査バス利用者ヒヤリング調査
全てのバスに乗り込み､利用者に対し､居住地・年齢・利用目的・利用頻度・アクセス手段・イグレス手段・
改善方策等のヒヤリング調査を実施する｡

公共交通利用実態調査公共交通利用実態調査

■■調査の方法　調査の方法　 阿智村､清内路村全世帯へのアンケート調査

■■配布・回収　配布・回収　 自治会組織を通じて持参配布・持参回収

■■内容内容　　世帯属性(住所､世帯構成）､構成員別の主たる行動パターン（目的･行き先･利用交通手段･交通手
段の選択理由･利用交通手段の問題点･要望:特に高齢者､村外へ通学する高校生については､詳
細項目を設定）､公共交通手段の運行に関する認識（アクセス性･利便性･料金）､公共交通運行に
対する行政負担に対する認識､新たな輸送システムに対する要請､公共交通･新たな輸送システム
に対する支払い意思額(特に､飯田市への通勤者については､詳細項目を設定)

公共交通に関する住民意向調査公共交通に関する住民意向調査

■■対象対象 全阿智高校生

■■配布・回収　配布・回収　学校を通じて

■■内容内容 　　居住地､通常の通学時の利用交通手段､親が送迎の場
合の理由､公共交通に望むこと

阿智高校生徒へのアンケート調査阿智高校生徒へのアンケート調査

公共交通に関する課題の設定公共交通に関する課題の設定公共交通に関する課題の設定

ＰＤＣＡによる段階的運行システムの構築ＰＤＣＡによる段階的運行システムの構築ＰＤＣＡによる段階的運行システムの構築

　公共交通利用の背景にある社会条件､土地利用条件､交通条件および公共交通に関する環境を既存
資料より整理する｡

　市民を対象に､公共交通利用に対する実態および公共交通整備に対する住民意向を把握する｡

　学校を通じて阿智高校に通学する生徒に､通学の交通手段
に関するアンケートを実施する｡

　わかっているようで把握していない公共交通の利用実態を､乗り込み､利用者ヒヤリングで調査する｡

地域公共交通総合連携計画の策定地域公共交通総合連携計画の策定地域公共交通総合連携計画の策定

諸環境調査からの課題諸環境調査からの課題

　各種の調査結果を整理・分析して抽出された課題を系統的に整理する｡　

利用実態調査からの課題利用実態調査からの課題 住民意向調査からの課題住民意向調査からの課題

公共交通整備基本方針の設定公共交通整備基本方針の設定

基本方針の設定： 公共交通整備の基本方針を設定する｡

計画区域の設定： 事業計画の区域（範囲）を設定する｡

計画目標の設定： 目指す計画の目標をできる限り数値目標として設定する｡

地域公共交通総合連携計画における整備プログラム地域公共交通総合連携計画における整備プログラム

　整備プログラムに従い､PLAN-DO-CHECK-ACTIONの手順で望ましい公共交通体系を確立する｡

■■実施事業の種類と具体的実施内容　■■評価に必要な試行中の調査内容と評価の方法

実施事業の選定

　整備プログラムにおける実施事業を選定し､運行に向けた具体的検討を行う｡

■■事業実施　■■評価に必要な調査の実施

事業実施

　選定された事業の実施及び評価のための必要調査の実施｡

■■実施事業の効果計測　■■実施事業の総合的評価　■■事業の中止・変更・継続の意思決定

事業評価

　実施事業の事前､事後調査の比較により､実施事業の評価を行う｡

主たる事業の内容

■■継続運行のための条件整理

■■運行形態（運行主体､運行方法）

■■運行ダイヤの検討（特に昼間ダイヤ）

■■費用分担､役割分担の検討

■■利用促進ソフト施策の検討

駒場線継続運行事業

■■自家用車送迎に対する代替方策の検討

■■阿智村内､清内路村からの公共交通輸送
手段の検討

■■公共交通利用に対する財政的支援の検討

阿智高校支援事業

■■試験運行中の浪合地区バスの評価､改善策の検討

■■村内居住高校生の阿智高校､飯田市内の高校への
通学支援施策の検討

■■高齢者の行動パターン､地区の要望を踏まえた巡回
バスの改善方策の検討

■■中山間地域におけるデマンド等､新たな輸送システム
の可能性検討

公共交通空白地域､不便地域支援事業

■■昼神温泉への輸送改善方策

■■清内路村巡回バスの改善施策

■■駒場線､巡回バスの結節性強化施策

その他の検討事業

公共交通整備の事業計画の策定公共交通整備の事業計画の策定

■■公共交通への転換方策

■■時刻表､バス路線図等の情報提供方策

ソフト事業

　連携計画の骨格である公共交通整備に関する具体的な事業計画を策定する｡

公共交通マネジメント計画の策定

　各事業ごとに､利用者（＝需要）の推計を行う｡

需要推計

　各事業ごとに､収入・費用及び行政支出額を算定
する｡

事業収支検討

　各事業ごとに､環境負担の削減､行政支出額の削
減等を事業効果として数値的に算定する｡

事業効果の検討

　自治体の可能投資額､事業の実現性等を加味し
事業実施の年次別プログラムを策定する｡

公共交通整備プログラムの策定

■■対象対象 交通事業者､観光協会､昼神温泉旅館組合､商工会､小中
学校､阿智高校

■■内容内容
　　　交通事業者：運行に関する経費､採算性､継続運行の条件､新
たなシステムへの対応可能性､事業者からできること

　　　観光協会（旅館組合）：観光客の来街交通手段､公共交通運
行への要望､協会として取り組めること

　　　商工会：公共交通運行に対する取り組み､公共交通運行への
要望､工会として取り組めること

　　　学校：生徒の通学時の交通手段､公共交通運行の課題と要望

関係機関へのヒアリング関係機関へのヒアリング
　交通事業者､観光協会（旅館組合）､商工会等公共交通の運
行に関係する機関に対するヒアリング調査を必要に応じ実施
する｡

■■内容内容 現行の運行形態に対する評価､移動に際し困っている人
とその内容､今後の公共交通の運行に対する要望

地元懇談会・地元説明会地元懇談会・地元説明会

　村内の地区において､懇談会､説明会を実施し､公共交通運
行に関する生の声を聴く｡

Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａ　：　計画期間

　
　
　

再
生
総
合
事
業
の
活
用

地
域
公
共
交
通
活
性
化･
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2.公共交通を取り巻く諸環境の整理 

2－1.阿智村の地形と人口分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 阿智村は南木曽町、飯田市、下條村、阿南町、平谷村、岐阜県中津川市に接する。 

■ 中心市街地は村域の最も東側に位置し、中心市街地から伸びる国道沿道に集落が分布して

いる。 

■ 中心市街地、伍和地区の人口分布は面的な広がりを見せている。 

■ 村域は山地であり、居住地区の起伏が激しく、バス路線と居住地区との標高差がある。

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 阿智村と周辺市町村との人の動きを捉えた、公共交通サービスの提供。 

□ 地形による移動の困難さ、乗降の困難さを可能な限り減少させるような公共交通体系の構

築。 

山間部をルー

トとする阿智

巡回バス。 

バスが通る車道と、

居住地区に標高差

が生じている地形

が多い。 

≪阿智村の地形特徴≫ 
イメージ図 

A A

A－A断面図 



4 

 
2－2.人口推移と地区別人口 

 
 
 
 
≪人口の推移≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 資料：国勢調査 

≪地区別人口の伸び率≫ 
 
 
 
 
 
 

 平成 12 年、平成 17 年の高齢化率を
地区毎に整理し、上表にまとめた。平

成 12 年から 17 年の高齢化率推移は、
浪合地区、清内路村を除いた地区で高

くなっている。 
 また、郊外の中山間地域になるほど

高齢化率は高くなる傾向である。 
 
 
 
 
 
 

1,8052,1252,3772,561

7,4107,8068,499 8,065

3,855

2,782 3,298
3,691

7 ,5487 ,7577 ,7987 ,807

2,190 2,269 2,300 2,347

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

人
口

（
人

）
・
世
帯
数

（
戸

）

生産
年齢
人口

年少
人口

世帯数

幼年人口：0～14歳　　生産年齢人口：15～64歳　　老年人口：65歳以上

老年
人口

平成17年
県平均構成

(18%) (17%) (16%) (15%) (14%)

(62%)

(56%)(56%)(60%) (57%)

(29%)
(29%)

(22%)
(26%) (24%)

2 ,196 ,114

■ 人口は減少傾向であるが、世帯数は微増傾向である。 

■ 高齢化率は 29％で、老年人口は増加傾向であり、高齢化が進んでいる。 

■ 智里東地区のみ人口伸び率が 1.0 以上で増加である。 

■ 中心市街地を有する駒場地区が最も人口伸び率が低い。 

人口は緩やかな減少

パターンに、約 3 人

に 1人が高齢者。 

郊外の山間部

ほど高齢化率

が高くなる。

地区名 清内路村

春日 駒場 伍和 智里東 智里西 浪合 清内路

平成12年 21.9% 27.7% 26.5% 27.8% 35.9% 31.4% 36.4%

平成17年 23% 29.2% 27.9% 27.9% 37.9% 31.1% 34.4%

H17-H12
ポイント数

1.1 1.5 1.4 0.1 2 -0.3 -2

資料：阿智村役場資料

阿智村
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2－3.通勤通学流動 

 
 
 
 
≪周辺市町村との都市間流動≫ 

通勤流動                  通学流動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 資料：平成 17年国勢調査 

≪阿智村内従業者及び通学者の流動動向≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 資料：平成 17年国勢調査 

 
 
 
 

阿智村内での従業者数                阿智村内での通学者数（15歳以上） 

■ 飯田市との都市間流動が活発である。 

■ 通勤・通学ともに、飯田市に対する流入及び流出は同程度である。 

■ 阿智村内従業者及び通学者のうち、半数以上は村内での従業・通学である。 

平成17年度

阿智村内従業者数

4,125

人
阿智村常
住従業者
数
68.6%

阿智村以
外への流
出者数
31.4%

平成17年度

阿智村内通学者数

344

人

阿智村常
住通学者
数
50.6%

阿智村以
外への流
出者数
49.4%

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 飯田市への通勤通学、飯田市からの通勤通学に対する公共交通サービスの提供。 

□ 阿智村内での通勤通学に対する公共交通サービスの提供。 

飯田市から

阿智高校へ

通う生徒は

146 人。 

飯田市の高校へ

阿智高校への通学 

大半が飯田市へ 

飯田市との

流動が最も

大きい。 



6 

 
2－4.主要施設分布とバス利用の利便性 

≪通勤・通学（飯田市内または阿智高校）の利便性≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 村内各地からの通勤通学サービス提供の検討。 

□ 公共交通空白地域の解消。 

■ 駒場線、西部コミュニティ沿線は飯田市中心市街地、村中心市街地への通勤・通学が可能。

■ 国道 153 号沿線以外は通勤・通学に公共交通を使えない。 

※中学校・小学校の通学手段 

○ 阿智中学校への通学は、中学校スクールバスが

運行されている。 

○ 小学校は通学区が狭く、第一小学校へはスクー

ルバス（巡回バス春日・智里西と兼用）が運行

されている。 

通勤通学に不

便なエリア。 

公共交通が使

えないエリア。

国道 153 号沿線
以外のエリアは

通勤通学にバス

を利用できない。

項目 定義

朝夕通勤・通学の公共交通不便地域
①飯田駅に8時までに間に合わない。かつ、飯田駅を16時半以降発のバスで帰れない。

②学校前バス停に8時半までに間に合わない。かつ、学校前バス停を16時半以降発のバ
スで帰れない。　（阿智高校乗り入れ便は阿智高校バス停）
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≪昼間の中心市街地（阿智中心市街地または飯田市中心市街地）への利便性≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 駒場線の曽山入口から飯田市側は昼間のサービスレベルが確保されている。 

■ ほぼ阿智村全域から村中心市街地までの昼間のサービスレベルが確保されていない。 

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 村内各地から中心市街地及び飯田市中心市街地への公共交通サービス提供の検討。 

□ 公共交通空白地域の解消。 

飯田市へは昼間往

復できるが、阿智

中心市街地へは不

便なエリア。 

公共交通が使

え な い エ リ

ア。 

昼間、阿智中心市

街地、飯田市への

往復に不便なエ

リア。 

ほぼ阿智村全域

で、中心市街地

へのサービスが

確保されていな

い。 

項目 定義

昼間の公共交通不便地域

公共交通空白地域 公共交通の運行が無い地域。

①中心市街地に2時間滞在し、12時台発までのバスで帰れる。かつ、午後早い時間に行
き、15時台～17時台のバスで帰れる。

②飯田市中心市街地に2時間滞在し、12時台発までのバスで帰れる。かつ午後、2時間の
滞在で往復できる。
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2－5.阿智巡回バスの運行経路と利便性 

≪朝の阿智高校への通学における、阿智巡回バスの利便性≫ 
 
 
 
●伍和・智里東の運行経路（例：朝便）と利便性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●春日・智里西の運行経路と利便性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 春日・智里西：朝便は図の通り①系統→②系統、昼・夕便は②系統→①系統 

■ 阿智巡回バスは通学輸送に対応していない。 

■ 1 周で 1運行であるが、実際は 2系統 1セットで 1回運行である。 

≪1周所要時間≫ 

約 100 分 

≪径路≫ 

①系統＋②系統＝1周 

≪1周所要時間≫ 

約 90 分 

≪径路≫ 

①系統＋②系統＝1周 

学校前着が 9 時

台、10 時台であ

り、通学には利

用できない。 

学校前着が 9 時

台、10 時台であ

り、通学には利用

できない。 
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≪阿智高校への通学交通手段の実態と問題点≫ 
●阿智高校への、徒歩・二輪車以外の登校手段 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪阿智巡回バスの運行径路パターン図≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〔公共交通のあり方・課題〕 
□ 阿智巡回バスを通学にも使えるよう検討。 

□ 阿智巡回バスの径路はダイヤと合わせて、効率的な経路を検討。 

■ 阿智高校は村の中心市街地からはずれた飯田市よりの高台にある。 

■ 飯田市からは登校時 3本、下校時 6本のバスサービスがある。 

■ 阿智村浪合方面からは、「西部コミュニティバス」の利用が可能であるが、登校・下校各 1

本で、十分なサービスとは言えない。 

■ 駒場線沿線地区は駒場線利用で通学ができるが、智里、昼神地区等は最寄りのバス停まで

の送迎が必要。 

■ 伍和、河内地区等はバスサービスがなく、自転車か家族の送迎が必要。 

公共交通への転換

が期待される潜在

需要。 

バス使用台数

コース名 伍和・智里東 春日・智里西

運行本数 3便 3便

運行日

1周距離 約38km 約40km

1周所要時間 約100分 約90分

1系統 約50分 約60分

2系統 約50分 約30分

2台

火･日･祝運休

※ 春日・智里西：朝便は図の通り 1 系
統→2系統、昼・夕便は 2系統→1系
統と逆回りとなる。 

各コースは 2 系統ず

つに分かれている。

■ 1 周で 1運行であるが、実際は 2系統 1セットで 1回運行である。

※ 平成 20年 7月 16日調査 
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2－6.道路混雑状況とバス路線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 資料：平成 17年度 道路交通センサス 

 

■ 村内の最高混雑度は「1.11」（国道 153 号）であり、道路混雑状況が公共交通に与える影

響は少ない。 

 

混雑度1.0未満 混雑度1.0～1.25 混雑度1.25～1.75 混雑度1.75以上 

昼間12時間を通じ

て、道路が混雑するこ

となく、円滑に走行で

きる。 

渋滞やそれに伴う極

端な遅れはほとんどな

い。 

昼間12時間のうち

道路が混雑する可能性

のある時間帯が１～２

時間（ピーク時間）あ

る。 

何時間も混雑が連続

するという可能性は非

常に低い。 

ピーク時間はもとよ

り、ピーク時間を中心

として混雑する時間帯

が加速度的に増加する

可能性の高い状態。 

 ピーク時のみの混雑

から日中の連続的混雑

への過度状態と考えら

れる。 

慢性的混雑状態を呈

する。 

資料：道路の交通容量（社団法人 日本道路協会：昭和59年9月） 

参考：混雑度の解釈 
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2－7.鉄道交通とバス交通の連携状況 

2－7－1.ＪＲ飯田線と駒場線との連携 

 
 
 
 
 
 
 
バス各便に対して、飯田線は辰野方面、天竜峡方面の接続があるが、「常に両方向の接続が可能」

は困難なため、どちらかの方面との接続が取れていれば評価は「○」とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 阿智村内には鉄道路線は通っていない。 

■ 阿智村とＪＲ飯田線とは信南交通・駒場線が阿智村中心部とＪＲ飯田駅を結んでいる。

■ ＪＲ飯田線の乗降客数を見ると飯田駅の利用者数が 1,195 人と突出して多い。 

■ 駒場線とＪＲ飯田線との接続状況は特に朝夕は良好である。 

駒場線 駒場線

阿智→飯田 飯田→阿智

7:12 ○ 7:15 ○
7:32 ○ 7:45 ○
7:55 ○ 8:00 ○
8:05 ○ 8:15 ○
8:44 × 9:00 ○
8:33 ○ 9:30 ○
9:11 ○

9:38 ○

16:01 ○ 16:00 ○
16:42 ○ 16:15 ○
17:12 ○ 16:26 ○
17:32 ○ 17:10 ○
18:07 ○ 17:35 ○
18:27 × 17:50 ○
19:01 ○ 18:10 ○
20:02 ○ 18:30 ○

19:15 ○
19:30 ○

20:30 ○

朝
通
勤
・
通
学
時
間
帯

夕
方
・
通
勤
通
学
時
間
帯

接続評価 接続評価

接続状況の評価基準

乗り換え時間 約5分以下 5分以上30分以下 30分以上

評価 × ○ ×

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 駒場線と阿智村内各公共交通機関との連携を強化し、飯田市、ＪＲ飯田線沿線との連携を

強化する。 

JR 飯田線と阿智

村を結ぶ信南交

通駒場線。 
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2－8.駒場線と村内各バス路線との連携 

 
 
 
 
 
 
 「村内各地、清内路村方面から」のバスは「飯田行き駒場線」との接続を評価し、「村内各地、

清内路方面行き」へのバスと「飯田からの駒場線」との接続を評価した。なお、接続バス停は「学

校前」とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 駒場線との接続は概ね良好である。 

■ 阿智巡回バス、西部コミュニティバスは接続に「10 分以上 30 分以内」を要する便もある。

■ 西部コミュニティバスは 2便接続出来ない便がある。 

接続状況の評価基準

乗り換え時間 10分以下 10分以上30分以下 30分以上

評価 ○ △ ×

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 接続基準時間の設定と、阿智巡回バス、西部コミュニティバスと駒場線との接続を検討。

発方面 学校前着 評価
伍和より 9:18 △
智里東より 10:13 △
昼神温泉より 12:10 △
伍和より 13:02 ○
智里東より 13:58 △
昼神温泉より 15:41 △
伍和より 16:33 ○
智里東より 17:28 ○

阿智巡回バス　伍和・智里東

発方面 学校前発 評価
伍和へ 8:30 ○
智里東へ 9:18 △
伍和へ 12:10 ○
智里東へ 13:02 ○
伍和へ 15:41 △
智里東へ 16:33 ○

発方面 学校前着 評価
智里西より 9:29 △
春日より 9:47 ○
昼神温泉より 12:13 △
春日より 12:31 ○
智里西より 13:32 ×

阿智巡回バス　春日・智里西

発方面 学校前発 評価
智里西へ 8:30 ○
春日へ 9:29 ○
昼神温泉へ 9:47 △
春日へ 12:13 ○
智里西へ 12:31 △
春日へ 16:13 ○
智里西へ 16:39 △

学校前着 評価
7:18 ○

伍和路線バス

学校前発 評価
17:40 ○学校前着 評価

7:21 ○
9:41 ○
12:56 ○
17:26 ○

清内路村巡回バス

学校前発 評価
7:50 ○
10:35 ○
13:35 ○
17:45 ○

学校前着 評価
6:44 ○
7:47 ○
11:57 ×
17:07 △
19:47 -

西部コミュニティバス

学校前発 評価
6:52 -
8:02 △
13:02 ○
17:22 △
20:02 ○

阿智巡回バス、西

部コミュニティ

バスの接続で待

ち時間が長い便

がある。 
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2－9.バス交通の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西部
コミュニティバス

清内路村巡回バス
伍和路線バス

阿智巡回バス
春日・智里西コース

阿智巡回バス
伍和・智里東コース 駒場線

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

0 10 20 30 40 50 60

平日日運行本数（本）

1
便
当
り
利
用
者
数
（
人
）

※資料：H19年度実績値（西部コミュニティバスはH18年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿智村役場資料

西部
コミュニティバス

清内路村巡回バス
伍和路線バス

阿智巡回バス
春日・智里西コース

阿智巡回バス
伍和・智里東コース

駒場線

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 10000

平均1便当たり費用（円）

1
便
当
り
利
用
者
数
（
人
）

※資料：H19年度実績値（西部コミュニティバスはH18年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿智村役場資料

■ 利用者数は横這い若しくは減少傾向である。 

■ 阿智巡回バスは各コースの 1便当たり利用者数の差が大きい。特に春日・智里西コースは 1便当たり利用者数は少ないが、費用は掛かっており

運行効率が低い。 

■ 清内路村巡回バス、西部コミュニティバスは 1便当たり利用者数が他路線に比べ少ない実態である。 

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 利用者数減少を食い止めるような施策の検討。

1 便当たり利用者

数にバラツキの

ある阿智巡回バ

スの各コース。

阿智巡回バスに比

べ運行本数は多い

が、1便当たり利用

者数が少ない。 

1 便当りの費用は

掛かるが、利用者

数が少なく運行効

率の低い路線。 

他路線に比べ費用は

掛かっていないが、利

用者数が少ない路線。
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2－10.公共交通への財政支出の推移 

 
 
 
 
 
 
●阿智村（清内路村除く）の財政状況と公共交通事業に対する支出推移及び内訳 
 阿智村の財政状況と歳出に占める公共交通事業費（清内路巡回バス除く）の比率を示した。平

成 19年度の歳入は約 58億円、歳出は約 56億円であり、公共交通事業費は 2,600万円である。
歳出に占める公共交通事業費の割合は 0.4％である。 
 

≪阿智村の財政状況≫               ≪公共交通事業費内訳（平成 19 年度）≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 資料：阿智村役場 

 
●阿智村（清内路村含む）の公共交通事業費各世帯、各人負担額 
 公共交通事業費を村内の各世帯数で

割った各世帯負担額と村人口で割った

村民一人当たり負担額を示した。1 世
帯当たり負担額は 11,000円、村民一人
当たり負担額は 3,500 円であり、平成
16年度からの推移を見ると、増加傾向
または若干の減少傾向である。 
 
 
 

※ 人口・世帯：毎月人口異動調査各年 10月 1日現在 

 
 
 

■ 行政の公共交通事業に対する年間支出は約 2,600 万円で、年間支出額に占める割合は約

0.4％である。（平成 19 年度） 

■ 公共交通事業費が年間歳出に占める割合は小さいが、年々微増傾向である。 

■ 公共交通事業費の 1世帯当たり負担額は約 11,000 円、村民一人当たり負担額は 3,500 円。

(平成 19 年度) 

■ 村民に対する公共交通事業費の負担額は横這いまたは若干の減少傾向である。 

H19年度支出額
25,800千円

福祉タク
シー券
5%

中学校ス
クールバス
12%

西部コミュ
ニティバス
22%

清内路村
巡回バス
20%

阿智巡回
バス
41%

10,400千円

3,200千円

5,700千円

1,400千円

5,100千円

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 可能な限り、行政負担、村民負担を圧縮する公共交通体系の構築。 

□ 見直しに際しての負担上限値の設定。 

5,212
5,381

5,695 5,781

4,915
5,163 5,280

5,581

16
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負
担
額
(円
)

1世帯当たり負担額 村民一人当たり負担額

平成17年度
清内路村巡回バス、西部コミュニティバスの事業費発生

事業経費は若干の減少傾向。人

口・世帯数は横這いまたは減少傾

向。よって一世帯当たり、村民一

人当たり負担額も横這いまたは若

干の減少傾向である。 
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2－11.公共交通を取り巻く諸環境の整理からの課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 現状・問題点 課題

地形
■阿智村の西側は山間地で、中心市街地
周辺も含め、全体的に起伏が激しい土地

人口分布
■中心市街地周辺、伍和地区は面的な広
がりであるが、山間地は道路沿いに集落
が分布

■ 主に飯田市との流動 □飯田市への流動に対応した公共交通体
系の構築

■村内の従業者の約7割、通学者の約5割
は村内で従業・通学

□阿智村内の「通学」にも対応した公共
交通体系の構築

公共交通不便地域
≪通勤・通学の利便性≫
■阿智村内全域で対応できていない

□阿智巡回バス及び清内路巡回バスの通
勤通学サービス提供の検討

≪中心市街地への利便性≫
■智里東地区、浪合地区、清内路村が公
共交通不便地域

□村内各地から昼間、中心市街地及び飯
田市への移動に利用できる公共交通体系
の構築

公共交通空白地域
■智里西地区、浪合地区に公共交通空白
地域が存在

□公共交通空白地域の解消

飯田市へのアクセス
（駒場線との接続）

■阿智巡回バス及び西部コミュニティバ
スに接続不能または接続不便な便が存在

□阿智巡回バス、西部コミュニティバス
と駒場線接続の見直し

バス交通網の現状
■多くの路線（駒場線・阿智巡回バス
伍和・智里東コース除く）で利用者は減
少傾向

□利用者の減少を食い止めるような施策
の検討

■一世帯当たり11,000円、村民一人当た
り3,500円（平成19年度）負担している

■ 行政負担額、村民負担額は増加傾向

財政・村民負担

□地形による移動の困難さ、乗降の困難
さを可能な限り減少させるような公共交
通体系の構築

通勤通学流動

□行政負担、住民負担を可能な限り抑え
られるような施策の検討
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3.バス利用実態調査によるバス交通の現状 

 本調査では、阿智村内を通るバス路線について、全便を対象にし、バス停別乗降客調査と利用

者アンケート調査を実施した。 
 本節では、その調査概要、調査結果について整理分析を行った。 
 
3－1.バス利用実態調査概要 

 バス停別乗降客調査、利用者アンケート調査は以下に示す方法で実施した。 
 
(1) 調査概要 

■調査日：平成 20年 10月 8日（水） 
■調査路線 
① 信南交通 駒場線（起終点：飯田駅・飯田工業高校～曽山・年金センター） 

② 阿智村巡回バス 

②-1 伍和・智里東巡回（起終点：寿楽苑～春木屋） 

②-2 伍和・智里西巡回（起終点：寿楽苑～春木屋） 

②-3 伍和路線バス（起終点：伍和掘割～学校前（春木屋）） 

③ 清内路村巡回バス（起終点：阿智村役場～森の家） 

④ 西部コミュニティバス（調査対象地点：阿智高前～治部坂高原） 

 
■調査内容 
① バス停別乗降客数調査 

バス停ごとに乗車した人数、降車した人数をカウントし、調査票に記入する。 
ただし、阿智村巡回バスはバス停以外でも乗車が可能。そのような乗車人数は、通過後の

バス停欄横に人数を記入（例えば、寿楽苑→湯ったり～な昼神の間で乗車した人は寿楽苑

の欄の横に記入） 
② バス利用者ヒアリング調査 

バス乗車中の人に対し、ヒアリング票を配布し、記入後回収する。高齢者などの場合は聞

き取り形式で対応することも可。 
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3－2.バス利用実態調査結果 

(1) 駒場線 

 
 
 
 
 
① バス停別利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 赤文字は路線の中で最も利用者数の多いバス停 
② 運行ダイヤ（※    は 1 便当たり乗車人数 16 人以下の便） 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 便別利用者数（終点着時間を基準とした利用者数） 
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(人)

駒場方面行き 飯田駅方面行き

　　　　　　1便当たり利用者数平均値（調査日）＝15人

15人

■ 運行サービスレベルは高く、阿智村と飯田市を結ぶ基幹バス路線。 

■ 阿智村と飯田市の利用者数比はおよそ 3：1（飯田市：阿智村） 

■ 運行本数は多いが、特に昼間、利用者数が少ない便が存在する。 

■ 利用者アンケートで「運行本数は今のままでよい」が約 60％。 

■ 多様な利用目的で利用されている路線。 

利用者数が少な

い便が多い昼間

の時間帯。 

飯田市内と阿智村

内で利用者数を比

較すると 

飯田：阿智＝3：1 

昼間の利用者数が少ない
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④ バス利用者ヒアリング調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バス利用者アンケート調査結果（回答者数＝198人）

◆運行時間について(8件) ・減らさないでほしい(飯田市･60代･男性)（他2件）

・早い時間をもう少し増やしてほしい(飯田市･10歳未満･女性) ◆運賃について(3件)

・朝夕、各バス停にとまらない、急行があったらいい(飯田市･20代･男性) ・運賃が高くても、無くなると非常に困る。本数は今のまま、運賃上がって

・これ以上は減らさないでほしい。昼間少なくなりがちだが、乗り遅れると次まで１時間10分あったりするから(飯田市･70代･女性)・料金100円バスみたいにしてほしい(飯田市･70代･女性)

・午前中に1・２本増やしてほしい(飯田市･80歳以上･女性) ・バス運賃がもう少し安ければもっと利用したい。最終便と午後９時以降１

・時間正確に(飯田市･20代･女性)（他2件） ◆土日運行について(9件)

・最終便はもう１時間位遅くても良い(飯田市･50代･男性) ・日曜帰り18:00昼神が少ない、困っている(智里東･40代･女性)

◆運行本数・路線について（11件） ・土日を増やしてほしい(伍和･60代･女性)（他7件）

・市内は循環があるが、こちらからだと市立病院、市内の路線が少ない(飯田市･40代･女性) ◆その他(21件)

・特に下りを昼間は小型にして、台数を増やしてほしい(飯田市･60代･女性) ・（駅での）バスの乗り換えを良くしてほしい。（到着した目の前で発車、

・市立病院行きを増やしてほしい(飯田市･60代･女性) ・特になし(春日･10代)（他2件）

・年金センターまでのバスを増やしてほしい(飯田市･30代･女性) ・このまま現状維持してほしい(伍和･80歳以上･男性)（他8件）

あなたのご住所は？

春日
4.0%

その他
73.7%

智里西
0.5%

浪合
1.0%

清内路村内
1.5%

智里東
3.5%

伍和
7.1%

無回答
0.5%

駒場
8.1%

春日 駒場 伍和 智里東

智里西 浪合 浪合自治会 清内路村内

その他 無回答

バスの運行に対するご要望がありましたらお書きください

あなたの性別は？

無回答
2.0%

男性
36.9%

女性
61.1%

男性 女性 無回答

あなたの年齢は？

20代
4.0%

30代
6.6%

40代
7.6%

50代
6.6%

60代
12.6%

70代
17.7%

80歳以上
6.6%

10代
35.9%

10歳未満
2.5%

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80歳以上 無回答

仕事
1

塾･

通勤

通院

仕事

その

バスをご利用になられる頻度は？

ほぼ毎日
51.0%

2･3日に1回
程度
14.6%

1週間に1回
程度
16.7%

1ヶ月に1回
程度
7.6%

その他
3.5%

ほとんど利
用しない
6.6%

ほぼ毎日 2･3日に1回程度

1週間に1回程度 1ヶ月に1回程度

ほとんど利用しない その他

無回答

バスの運賃についてどう思われますか？

普通
72.2%

無回答
2.0%

安い
5.6%

かなり高い
2.0%

高い
18.2%

かなり高い 高い 普通

安い かなり安い 無回答

バスの運行本数についてどう思われますか？

無回答
5.1%

今のままで
よい
60.1%

もっと増や
してほしい
34.8%

今のままでよい もっと増やしてほしい

もう少し減らしてもよい 無回答

飯

飯田

ても無いと困る。(智里西･60代･男性)

本くらいはほしい(飯田市･40代･女性)

乗り換え時間が１分しかない）(伍和･30代･女性)

バスをご利用になられた目的は？

その他
4.0%

買い物
5.6%

私用:銀行･
役場等
6.1%

通院
12.6%レジャー･

娯楽
2.5%

･業務
0%

習い事
.0%

通勤
13.6%

通学
17.2%

帰宅
36.4%

勤 通学 買い物

院 レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等

事･業務 塾･習い事 帰宅

他 無回答

本日の最終目的地は

高校
14.6%

飯田病院
13.6%

阿智高校
9.7%

飯田市内
44.7%

自宅
17.5%

田市内 自宅 高校 飯田病院 阿智高校

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 利用者数の少ない便について削減または前後便との統合も含めた便数の適正化を検討。 

□ 利用目的から主に「通勤・通学」「通院」へのサービスの確保及び充実。 

□ 運賃は可能な限り値上げは行わない方針を見出すよう検討。 

「通勤」「通

学」「通院」で

利用。多様な

利用目的。 

駒場線の今

の運賃は「普

通」。 6 割の人は「今
のままで良い」

と思っている。 
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(2) 阿智巡回バス 伍和・智里東 

 
 
 
 
 
① バス停別利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 運行ダイヤ（※    は 1 便当たり乗車人数 16 人以下の便） 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 便別利用者数（終点着時間を基準とした利用者数） 

 
 
 
 
 
 
 

■ 伍和⇔中心市街地、智里東⇔中心市街地の 2系統が 1セット 1周であるため、非常に運行

距離が長く（1周約 38km）運行時間も長い。 

■ 中心市街地から遠部は、利用者数が非常に少ない。 

■ 利用目的は「通学」「通院」が主である。 

■ 運行本数は約 80％が「今のままで良い」と回答。 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

夏便

冬便

8:30

10:13

12:02

13:58

15:30

17:28

15:15

17:08

21

17

11

0

5

10

15

20

25

30

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)
　　　　　　1便当たり利用者数平均値（調査日）＝16人

16人

利用者数が少な

い中心市街地か

ら遠いエリア。 

※ 赤文字は路線の中で最も利用者数の多いバス停 
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④ バス利用者ヒアリング調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バス利用者アンケート調査結果（回答者数＝10人）

◆意見 ・帰りが12時のため、湯に入っても時間があるのでもう少し増やしてほしい。曜日により運行しない日があるので困る時がある。(伍和･80歳以上･女性)

・辻本屋さんで乗れれば良い。伍和を一回りすると長く乗るので。(伍和･80歳以上･女性)

・バス停が遠い(伍和･70代･女性)

・2時間位待つ(智里東･70代･女性)（他1件）

あなたのご住所は？

智里東
30.0%

伍和
70.0%

春日 駒場 伍和 智里東

智里西 浪合 浪合自治会 清内路村内

その他 無回答

バスの運行に対するご要望がありましたらお書きください

あなたの性別は？

男性
20.0%

女性
80.0%

男性 女性 無回答

あなたの年齢は？

70代
40.0%

60代
10.0%

80歳以上
30.0%

10代
20.0%

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80歳以上 無回答

私用
役
10

通勤

通院

仕事

その

バスをご利用になられる頻度は？

ほぼ毎日
20.0%

2･3日に1回
程度
30.0%

1週間に1回
程度
20.0%

1ヶ月に1回
程度
20.0%

ほとんど利
用しない
10.0%

ほぼ毎日 2･3日に1回程度

1週間に1回程度 1ヶ月に1回程度

ほとんど利用しない その他

無回答

バスの運賃についてどう思われますか？

無回答
20.0%

安い
30.0%

普通
50.0%

かなり高い 高い 普通

安い かなり安い 無回答

バスの運行本数についてどう思われますか？

無回答
20.0%

今のままで
よい
80.0%

今のままでよい もっと増やしてほしい

もう少し減らしてほしい 無回答

湯った
な昼
12

病院・
12.

阿智診

バスをご利用になられた目的は？

その他
20.0%

銀行･
場等
.0%

通院
40.0%

レジャー･
娯楽
10.0%

通学
20.0%

勤 通学 買い物

院 レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等

事･業務 塾･習い事 帰宅

他 無回答

本日の最終目的地は

たり～
昼神
2.5%

・医院
.5%

伍和
12.5%

昼神
25.0%

阿智診療所
37.5%

診療所 昼神 病院・医院 湯ったり～な昼神 伍和

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 運行本数については「今のままで良い」が 8割であり、今のサービスレベルを落とさず、ルートの見直しなど、効率的な回り方を検討。 

□ 利用目的から主に「通学」「通院」へのサービスの確保及び充実を目的とする。 

「通院」「通

学」で利用。

運行本数は 8
割の人が「今の

ままで良い」と

思っている。 
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(3) 阿智巡回バス 春日・智里西 

 
 
 
 
 
 
① バス停別利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 赤文字は路線の中で最も利用者数の多いバス停 

② 運行ダイヤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 便別利用者数（終点着時間を基準とした利用者数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 春日⇔中心市街地、智里西⇔中心市街地の 2系統が 1セット 1周であるため、非常に運行

距離が長く（1周約 40km）運行時間も長い。 

■ 中心市街地から遠部は、利用者数が非常に少ない。 

■ 利用目的は「通院」「レジャー・娯楽」が主である。 

■ 目的地は「昼神温泉・中心市街地」である。 

■ 運行本数は約 90％が「今のままで良い」と回答。 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

役場→智里西→春日

寿楽苑→春日→智里西

8:30

9:59

12:03

13:33

16:00

17:10

15:40

16:50

冬便

夏便

9
10

9

0

5

10

15

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

役場→智里西→春日 寿楽苑→春日→智里西

　　　　　　1便当たり利用者数平均値（調査日）＝9人

9人

利用者数が少

ない中心市街

地から遠いエ

リア。 
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④ バス利用者ヒアリング調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バス利用者アンケート調査結果（回答者数＝15人）

◆意見 ・細かく廻ってほしい。路線を延ばしてほしい(智里西･80歳以上･女性)

・朝・昼・夕あると良い、100円と安いので十分(春日･70代･女性)

・100円では申し訳ない(春日･70代･女性)

・朝もう少し早いと良い(春日･80歳以上･女性)

・ありがたい、なくさないでほしい(春日･70代･女性)

あなたのご住所は？

春日
60.0%

その他
13.3%

智里西
26.7%

春日 駒場 伍和 智里東

智里西 浪合 浪合自治会 清内路村内

その他 無回答

バスの運行に対するご要望がありましたらお書きください

あなたの性別は？

男性
6.7%

女性
93.3%

男性 女性 無回答

あなたの年齢は？

60代
6.7%

70代
40.0%

80歳以上
53.3%

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80歳以上 無回答

通勤

通院

仕事

その

バスをご利用になられる頻度は？

2･3日に1回
程度
26.7%

1週間に1回
程度
60.0%

1ヶ月に1回
程度
13.3%

ほぼ毎日 2･3日に1回程度

1週間に1回程度 1ヶ月に1回程度

ほとんど利用しない その他

無回答

バスの運賃についてどう思われますか？

安い
86.7%

普通
13.3%

かなり高い 高い 普通

安い かなり安い 無回答

バスの運行本数についてどう思われます
か？

今のままで
よい
93.3%

もっと増や
してほしい
6.7%

今のままでよい もっと増やしてほしい

もう少し減らしてほしい 無回答

阿智診
14.

湯った

バスをご利用になられた目的は？

買い物
6.7%

私用:銀行･
役場等
6.7%

通院
26.7%

レジャー･
娯楽
53.3%

塾･習い事
6.7%

勤 通学 買い物

院 レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等

事･業務 塾･習い事 帰宅

他 無回答

本日の最終目的地は

診療所
3%

駒場
14.3%

美容院
7.1%

寿楽苑
21.4%

湯ったり～
な昼神
42.9%

たり～な昼神 寿楽苑 阿智診療所 駒場 美容院

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 運行本数は「今のままで良い」が 9割であり、今のサービスレベルを落とさず、ルートの見直しなど、効率的な回り方を検討。 

□ 利用目的から主に「通院」「レジャー・娯楽」へのサービスの確保及び充実を目的とする。 

□ 利用目的地は「湯ったり～な昼神・寿楽苑」が多く、各地区から「昼神温泉」「中心市街地」への効率的な輸送の検討が必要。 

「レジャー・娯

楽」「通院」で利

用。 

ほとんどの人が

「今の運行本数

で良い」と思っ

ている。 

昼神温泉へ「レ

ジャー・娯楽」

利用。 
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(4) 阿智巡回バス 伍和路線バス 

 
 
 
① バス停別利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 赤文字は路線の中で最も利用者数の多いバス停 

② 運行ダイヤ運行ダイヤ（※    は 1 便当たり乗車人数 10 人以下の便） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 便別利用者数（終点着時間を基準とした利用者数） 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ 阿智巡回バス 伍和・智里東が昼間のサービスが主であるため、通学サービスを補完する

目的で設定されている路線バスである。 

■ 通学目的であるため、朝夕の 1往復のみの設定。 

7

12

0

5

10

15

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

伍和掘割行き 学校前行き

　　　　　　1便当たり利用者数平均値（調査日）＝10人

10人

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

伍和掘割行き

学校前行き

7:05

7:18

17:40

17:55

朝夕 1 往復の通
学輸送に特化し

た路線バス。 

帰りは一部

家族が送迎。
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④ バス利用者ヒアリング調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バス利用者アンケート調査結果（回答者数＝6人）

◆意見 ・もっと家の近くにバス停があると良い(伍和･70代･男性)

・無料(伍和･10代･女性)（他1件）

あなたのご住所は？

伍和
100.0%

春日 駒場 伍和 智里東

智里西 浪合 浪合自治会 清内路村内

その他 無回答

バスの運行に対するご要望がありましたらお書きください

あなたの性別は？

女性
50.0%

男性
50.0%

男性 女性 無回答

あなたの年齢は？

10代
50.0%

無回答
16.7%

70代
33.3%

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80歳以上 無回答

通勤

通院

仕事

その他

バスをご利用になられる頻度は？

ほぼ毎日
50.0%1週間に1回

程度
33.3%

その他ほとんど利
用しない
16.7%

ほぼ毎日 2･3日に1回程度

1週間に1回程度 1ヶ月に1回程度

ほとんど利用しない その他

無回答

バスの運賃についてどう思われますか？

かなり安い
16.7%

普通
16.7%無回答

33.3%

安い
33.3%

かなり高い 高い 普通

安い かなり安い 無回答

バスの運行本数についてどう思われますか？

今のままで
よい
83.3%

もっと増や
してほしい
16.7%

今のままでよい もっと増やしてほしい

もう少し減らしてほしい 無回答

バスをご利用になられた目的は？

その他
33.3%

通学
66.7%

勤 通学 買い物

院 レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等

事･業務 塾･習い事 帰宅

の他 無回答

本日の最終目的地は

東矢入口
20.0%

中学校
40.0%

学校
40.0%

学校 中学校 東矢入口

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 通学の輸送に特化した路線であり、阿智巡回バス 伍和・智里東と一体的に検討していく必要がある。 

10 代 が

「通学」

に利用。 

運行本数は「今

のままで良い」

がほとんど」。 
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(5) 清内路村巡回バス 

 
 
 
① バス停別利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 赤文字は路線の中で最も利用者数の多いバス停 

② 運行ダイヤ運行ダイヤ（※    は 1 便当たり乗車人数 3人以下の便） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 便別利用者数（終点着時間を基準とした利用者数） 

 
 
 
 
 
 
 
 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

清内路村方面

阿智村方面

6:55

7:26

9:13

9:46

12:28

13:01

14:03

14:16

17:00

17:31

7:45

8:05

9:00

9:13

10:30

11:03

13:30

14:03

17:35

18:13

■ 清内路村内各地区バス停で乗降し、阿智村の「昼神温泉」「学校前」で乗降するパターン

■ 「通院」目的での利用が多く、「飯田市内」への移動が多い 

0 0 0

6
5

3

10

5

0
1

0

5

10

15

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

清内路村方面 阿智村方面

3人

　　　　　　1便当たり利用者数平均値（調査日）＝3人
阿智中心市街地または飯田市への利用者

清内路村への帰宅利用者

清内路村内の各地区

バス停で乗降し、阿智

村の「学校前」で乗降

するパターン 
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④ バス利用者ヒアリング調査 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バスをご利用になられた目的は？

私用:銀行･
役場等
6.7%

通院
53.3%

通勤
20.0%

通学
13.3%

通勤 通学 買い物

通院 レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等

仕事･業務 塾･習い事 帰宅

その他 無回答

本日の最終目的地は

昼神
7.7%

名古屋市
7.7%

阿智村
15.4% 飯田市内

69.2%

飯田市内 阿智村 昼神 名古屋市

バス利用者アンケート調査結果（回答者数＝15人）

◆意見 ・夕方の本数がもう少しほしい(清内路村内･10代･男性)

あなたのご住所は？

清内路村内
93.3%

駒場
6.7%

春日 駒場 伍和 智里東

智里西 浪合 浪合自治会 清内路村内

その他 無回答

バスの運行に対するご要望がありましたらお書きください

あなたの性別は？

無回答
40.0%

男性
13.3%

女性
46.7%

男性 女性 無回答

あなたの年齢は？

20代
6.7%
30代
6.7%

40代
6.7%
50代
6.7%60代

6.7%
70代
20.0%

80歳以上
33.3%

10代
13.3%

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80歳以上 無回答

バスをご利用になられる頻度は？

ほぼ毎日
33.3%

2･3日に1回
程度
13.3%

1週間に1回
程度
13.3%

1ヶ月に1回
程度
40.0%

ほぼ毎日 2･3日に1回程度

1週間に1回程度 1ヶ月に1回程度

ほとんど利用しない その他

無回答

バスの運賃についてどう思われますか？

普通
6.7%無回答

33.3%

安い
60.0%

かなり高い 高い 普通

安い かなり安い 無回答

バスの運行本数についてどう思われます
か？

無回答
40.0%

今のままで
よい
53.3%

もっと増や
してほしい
6.7%

今のままでよい もっと増やしてほしい

もう少し減らしてほしい 無回答

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 午前の下り、午後の上りをどうするのか。 

□ 「飯田市内」への移動のサービスを確保及び充実するため、駒場線との連携強化が必要。 

「通院」

利用が多

い。 

飯田市へ

の利用が

多い 



 

27 

 
(6) 西部コミュニティバス 

 
 
 
 
① バス停別利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 赤文字は路線の中で最も利用者数の多いバス停 

② 運行ダイヤ運行ダイヤ（※    は 1 便当たり乗車人数 6人以下の便） 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 便別利用者数（終点着時間を基準とした利用者数） 

 
 
 
 
 
 
 
 

0
2

7

15

8

4

26

2
0 0

0

5

10

15

20

25

30

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

根羽村方面 阿智村方面

　　　　　　1便当たり利用者数平均値（調査日）＝6人

6人

■ 阿智村、平谷村、根羽村を結ぶ広域的な路線 

■ 平谷村、根羽村、浪合地区から乗降し、「学校前」「阿智高前」で乗降するパターン 

■ 利用目的は「通学」「通院」が主である 

■ 「運行本数を減らしても良い」が 5割を超えている。「今のままで良い」が約 40％ 

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

根羽村方面

阿智村方面

6:50

7 :15

8 :00

8 :29

13 :00

13 :29

17 :20

17 :49

20 :00

20 :29

6 :00

6 :50

7 :00

7 :50

11 :10

12 :00

16 :20

17 :10

19 :00

19 :50

阿智高校への登校便 

利用者数が少ない早朝便

平谷村、根羽村、浪合

地区から乗降し、「学

校前」「阿智高前」で

乗降するパターン 



 

28 

 
④ バス利用者ヒアリング調査 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バス利用者アンケート調査結果（回答者数＝27人）

◆意見 ・夕方8時は遅すぎるので早くしてほしい。路線バス廃止は悲しいのでやめてほしい。バス停に灯りがほしい。(浪合･60代･女性)

・本数の時間をずらしてほしい。夜7時台のバスがほしい。(根羽村･10代･女性)

・良かったら本数を増やしてほしい。7時位のが良い。(平谷村･10代･女性)

・朝8時台くらいのバスがあればいいと思う(根羽村･50代･女性)

・待つ時間が多い、本数を増やしてほしい、廃止はやめてほしい(浪合･60代･男性)

・信南交通との時間の調整、不要なバスもあるのではないか(平谷村･60代･男性)

あなたのご住所は？

その他
70.4%

智里西

浪合
22.2%

智里東
7.4%

春日 駒場 伍和 智里東

智里西 浪合 浪合自治会 清内路村内

その他 無回答

バスの運行に対するご要望がありましたらお書きください

あなたの性別は？

男性
40.7%

女性
59.3%

男性 女性 無回答

あなたの年齢は？

60代
22.2%

70代
7.4%

20代
3.7%

50代
3.7%

10代
51.9%

10歳未満
11.1%

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80歳以上 無回答

レ

通勤

通院

仕事

その

バスをご利用になられる頻度は？

ほぼ毎日
59.3%

2･3日に1回
程度
11.1%

1週間に1回
程度
7.4%

1ヶ月に1回
程度
11.1%

その他
3.7%

ほとんど利
用しない
7.4%

ほぼ毎日 2･3日に1回程度

1週間に1回程度 1ヶ月に1回程度

ほとんど利用しない その他

無回答

バスの運賃についてどう思われますか？

普通
29.6%

安い
63.0%

無回答
3.7%

かなり安い
3.7%

かなり高い 高い 普通

安い かなり安い 無回答

バスの運行本数についてどう思われますか？

無回答
3.7%

今のままで
よい
44.4%

もっと増や
してほしい
51.9%

今のままでよい もっと増やしてほしい

もう少し減らしてほしい 無回答

飯田
19

根羽

バスをご利用になられた目的は？

買い物
3.7%

通院
22.2%

ジャー･
娯楽
.7%

通勤
3.7%

通学
48.1%

帰宅
18.5%

勤 通学 買い物

院 レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等

事･業務 塾･習い事 帰宅

の他 無回答

本日の最終目的地は

阿智高校
19.0%

田市内
9.0%

自宅
14.3%

平谷村
23.8%

根羽村
23.8%

羽村 平谷村 阿智高校 飯田市内 自宅

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 最終 20 時台は遅すぎで、19 時台にしてほしいとの意見があり、ダイヤの検討が必要。 

□ 複数村を跨ぐ運行であるため、他村との調整が必要。 

「通学」「通

院」利用が多

い。 

半数以上が

「もう増や

してほしい」

と回答 

最終 20 時台は
遅すぎるため、

19時台を望む声
がある 
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3－3.バス利用実態調査による課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路線 現状・問題点 課題

駒場線

≪バス停別乗降客数調査≫
■運行本数は多いが、特に昼間、利用者
数が少ない便がある

≪バス利用者ヒアリング調査≫
■主な利用目的は「通勤・通学・通院」
■運行本数は「今のままで良い」が約
60％
■運賃については「普通」が約70％

□利用者数の少ない便については削減ま
たは前後便との統合も含め、便数を適正
化
□「通勤・通学」「通院」へのサービス
確保と充実
□運賃は可能な限り値上げは行わない方
針を見出すよう検討

阿智巡回バス
   伍和・智里東

≪バス停別乗降客数調査≫
■2系統が1セットで1周であるため、運行
距離、運行時間が長い
■中心市街地から遠部は利用者が少ない

≪バス利用者ヒアリング調査≫
■主な利用目的は「通院」「通学」
■運行本数は「今のままで良い」が80％

□「通学」「通院」へのサービス確保と
充実
□運行本数は今のサービスレベルを落と
さず、ルートの見直しなど、効率的な回
り方を検討

阿智巡回バス
   春日・伍和西

≪バス停別乗降客数調査≫
■2系統が1セットで1周であるため、運行
距離、運行時間が長い
■中心市街地から遠部は利用者が少ない

≪バス利用者ヒアリング調査≫
■主な利用目的は「通院」「レジャー・
娯楽」
■目的地は「昼神温泉・中心市街地」が
多い
■運行本数は「今のままで良い」が80％

□「通院」「レジャー・娯楽」へのサー
ビス確保と充実
□運行本数は今のサービスレベルを落と
さず、ルートの見直しなど、効率的な回
り方を検討
□沿線各集落から「昼神温泉・中心市街
地」への効率的な輸送の検討

阿智巡回バス
   伍和路線バス

≪バス停別乗降客数調査≫
■通学輸送に特化した、朝夕の1往復のみ
の運行（通学利用が約70％）
■昼間は阿智巡回バス（伍和・智里東）
でサービス
≪バス利用者ヒアリング調査≫
■主な利用目的は「通学」
■運行本数は「今のままで良い」が80％

□阿智巡回バス 伍和・智里東と一体的
に検討が必要

清内路村巡回バス
≪バス利用者ヒアリング調査≫
■主な利用目的は「通院」
■利用目的地は約70％が「飯田市内」

□「飯田市内」への移動のサービスを確
保または充実させるため、駒場線との接
続の見直しが必要

西部コミュニティバス

≪バス停別乗降客数調査≫
■阿智村、平谷村、根羽村を結ぶ広域的
な路線
■始発便の利用者数が少ない

≪バス利用者ヒアリング調査≫
■主な利用目的は「通学」「通院」
■運行本数は「もっと増やしてほしい」
が約50％、「今のままで良い」が約40％
■最終便20時台は遅すぎで、19時台にし
てほしいとの声がある。

□最終便が20時台を19時台とする検討が
必要
□複数村を跨ぐため、他村との調整が必
要
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4.住民意向調査及び高校生意向調査による住民・高校生意向の把握 

 本章では、阿智村民の日常における交通手段についての把握、意見、要望等を把握することを

目的とした「住民意向調査」について整備分析し、新たな公共交通手段を構築するための課題把

握、新たな公共交通のあり方を明らかにするものとする。 
 

4－1.住民意向調査 

4－1－1.調査概要 

(1) 調査目的 

  村民が普段利用する交通手段について、利用実態や改善要望等を把握することにより、利用

者の満足度の高い公共交通の構築に向けて、意見や課題を反映するための基礎資料とすること

を目的として実施したものである。 
 
(2) 調査対象 

  調査対象は阿智村在住及び清内路村在住の中学生以上の村民とした。 
 
(3) 配布回収について 

① 配布数の設定 

  阿智村及び清内路村全世帯へ配布 全世帯数 2,320世帯 
（平成 20年 9月 1日現在、毎月人口異動調査結果、長野県統計情報より） 

 
② 配布、回収方法の設定 

  配布、回収：各地区の部落長、組長による配布、回収 
   調査期間：平成 20年 9月配布 
        平成 20年 10月回収 
    回収率：配布数 2,320通 
        回収数 1,561通 
        回収率 67.3％ 
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4－1－2.調査結果整理と分析 

(1) 住民の日常生活行動 

① 日常生活における利用交通手段 

 
 
 
 
 
●年代別にみた利用交通手段 

 公共交通利用の可能性がある「徒歩」「家族・友人等による送迎」「路線バス」を交通手段としている人は主に

「10 歳代」「70 歳代以上の高齢者」である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●居住地区別にみた利用交通手段 

 智里東、智里西、浪合、清内路で「家族・友人等による送迎」の割合が 12％を超えている。「路線バス」の選択

割合が高いのは智里西、清内路であり、山間の地区ほど「家族・友人等によ 

る送迎」や「路線バス利用」の割合が高い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10.7%

8.1%

57.3%

67.6%

68.6%

71.6%

70.0%

65.3%

71.3%

19.7%

18.2%

12.6%

15.0%

10.0%

11.5%

8.1%

16.7%

7.2%

13.7%

6.0%

7.5%

6.7%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

清内路

浪合

智里西

智里東

伍和

駒場

春日

徒歩 自転車 バイク

自動車(自ら) 家族・友人等による送迎 社協等による送迎

路線バス ハイヤー・タクシー その他

756

812

977

580

175

346

330

【年代別】 

■ 公共交通潜在需要が高いのは「10 歳代」と「70 歳代以上の高齢者」。 

【居住地区別】 
■ 郊外ほど公共交通需要、公共交通潜在需要が高い。 

8.9%

5.1%

29.6% 8.9% 6.3%

19.3%

40.6%

79.7%

92.0%

95.6%

94.7%

91.1%

7.2%

51.1%

35.4%

24.5%

8.8%

28.9%

22.2%

8.1%

8.9%

22.8%

21.4%

15.1%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

90歳代

80歳代

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

徒歩 自転車 バイク

自動車(自ら) 家族・友人等による送迎 社協等による送迎

路線バス ハイヤー・タクシー その他

304

350

416

452

677

547

527

347

45

〔公共交通のあり方・課題〕 
□ 公共交通に乗ってもらえる仕組みづくり、更なる利便性、快適性の検討。 

□ 公共交通サービスは主に「10 歳代」「高齢者」に対して充実させる必要がある。 

□ 郊外における公共交通サービス充実の提供を検討。 

バスが便利なら使う可能性のあるバス利用の潜在需要。 

公共交通に

転換する可

能性のある

潜在需要。 

バス利用の

潜在需要が

高い地域。
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② 日常生活における外出目的 

 
 
 
 
 
 
●年代別に見た外出目的 

 日常生活の外出目的は 10 歳代が「通学」20 歳代～50 歳代は「通勤」60 歳代は「通勤」「買い物」70 歳代以上

は「通院」「買い物」である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●外出目的別に見た利用交通手段 
 「通学」「買い物」「通院」「レジャー･娯楽」「塾・習い事」で「家族・友人等による送迎」「路線バス」の割合

が高い。さらに「通学」は「徒歩」「自転車」の割合も高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年代別】 

■ 10 歳代は「通学」、高齢者は「通院」「買い物」が外出目的。 

【利用交通手段別】 
■ バス利用潜在需要が高いのは「通院」「通学」「買い物」「趣味・娯楽」。 

■ バス利用が多いのは「通院」「通学」「趣味・娯楽」。 

6.3%

6.9%

36.2%

67.8%

79.7%

74.0%

76.3%

9.6%

5.6%

81.5%

8.3%

19.2%

33.4%

30.1%

14.9%

10.8%

14.0%

8.8%

54.2%

57.1%

38.4%

8.6%

6.4%

6.7%

8.0%

5.4%

12.2%

8.9%

5.0%

27.1%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

90歳代

80歳代

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

通勤 通学 買い物

通院 レジャー・娯楽 私用(銀行、役場等)

営業・業務 塾・習い事 その他

303

354

415

464

689

549

539

343

48

5.2%

10.2%

5.5%

31.9% 10.2% 6.8%

43.1%

32.4%

93.1%

66.9%

55.1%

22.0%

66.3%

8.1%

93.5%

12.1%

23.5%

10.7%

16.3%

37.5%

17.3%

23.1%

31.9%

35.3%

7.7%

10.2%

29.6%

7.3%

14.9%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

塾・習い事

営業・業務

私用(銀行、役場等)

レジャー・娯楽

通院

買い物

通学

通勤

徒歩 自転車 バイク

自動車(自ら) 家族・友人等による送迎 社協等による送迎

路線バス ハイヤー・タクシー その他

180

295

710

550

49

169

232

34

116

〔公共交通のあり方・課題〕 
□ 公共交通におけるサービスは朝夕の「通学」、昼間の時間帯の「通院」「買い物」「レジャー・

娯楽」「塾・習い事」に対するサービス充実が求められる。 

高齢者の外出

目的の多くは

「通院」「買い

物」。 

バスが便利なら使う可能性のある 

バス利用の潜在需要。 

バス利用が多

いのは「通院」

「通学」「趣

味・娯楽」。 
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③ 日常生活における外出目的地 

 
 
 
 
 
 
 
●年代別に見た目的地 

 年代が上がるにつれ、「阿智村内（役場周辺）」を目的地とする割合が高くなる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●外出目的別に見た目的地 

 「通勤」「通院」「レジャー・娯楽」は「飯田市」への移動が多い。「通学」「買い物」「私用」「業務」「趣味」は

特に村内移動の割合が高く、「レジャー・娯楽」「塾・習い事」は「昼神温泉」の割合が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

16.4%

17.9%

35.7%

21.3%

38.1%

39.6%

7.5%

14.9%

6.0%

29.4%

14.9%

7.3%

45.7%

11.8%

38.4%

28.0%

10.6%

7.4%

21.5%

45.1%

21.8%

19.0%

32.4%

26.2%

31.0%

51.1%

52.0%

35.7%

42.0%

47.1%

12.9%

12.7%

5.5%

8.9%

26.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

塾・習い事

営業・業務

私用(銀行、役場等)

レジャー・娯楽

通院

買い物

通学

通勤

阿智村駒場(役場周辺) 昼神温泉 1・2以外の阿智村内 飯田市 その他

1793

293

712

538

47

168

229

34

116

【年代別】 

■ 10 歳代の目的地は「阿智村内」「飯田市」が半々の割合である。 

■ 年代が上がるにつれ、「阿智村内かつ役場周辺」の割合が高くなる。 

【外出目的別】 

■ 「通勤」「通院」「レジャー･娯楽」は「飯田市」への利用が多い。 

■ 村内移動が多いのは「通学」「買い物」「私用」「業務」。 

■ 昼神温泉への移動が多いのは「趣味・娯楽」。 

54.5%

36.6%

25.7%

22.5%

14.8%

15.4%

10.3%

9.5%

6.3%

5.6%

7.2%

6.6%

5.7%

22.7%

18.8%

20.9%

26.2%

20.1%

25.1%

21.9%

14.3%

42.0%

15.9%

31.3%

34.4%

36.2%

42.5%

44.3%

51.6%

62.5%

44.9%

6.8%

8.3%

10.1%

7.7%

8.6%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

90歳代

80歳代

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

阿智村駒場(役場周辺) 昼神温泉 1・2以外の阿智村内 飯田市 その他

305

349

415

454

671

538

517

336

44

年代が上がるに

つれ、「村内の移

動」かつ「役場

周辺への移動」

が多くなる。 

「通勤」「通

院」「レジャ

ー・娯楽」は

「飯田市」へ

の 移 動 が 多

い。 

「趣味・娯楽」

は昼神温泉が

目的地である

場合が多い。 

村内移動が

多いのは「通

学」「買い物」

「私用」「業

務」「趣味」。
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●目的地別に見た交通手段 
 「役場周辺」「飯田市」への「家族・友人等による送迎」の割合が高く、「役場周辺」「昼神温泉」は「路線バス」

の割合が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●居住地区別に見た目的地 

 「春日」「清内路」以外は「村内」を目的地とする割合が 50％を超えている。「浪合」は「役場周辺および昼神

温泉以外の村内」を目的地とする割合が高く、「清内路」は「飯田市」 

への割合が高い。 
村内移動         村外移動（飯田市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【交通手段別】 

■ 「役場周辺」「飯田市」は「家族・友人等による送迎」の割合が高い 

【居住地区別】 

■ 阿智村内の各地区はほぼ「村内」「飯田市」が半々であるが、浪合地区は「役場周辺及び

昼神温泉以外の村内」の割合が他地区に比べ高い 

■ 清内路村は「飯田市」を目的地とする割合が高い 

4.3%

13.0%

7.1%

84.9%

73.8%

65.5%

76.2%

57.2%

13.6%

9.1%

5.2%

16.6%

8.2%

10.4%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

飯田市

1・2以外の阿智村内

昼神温泉

阿智村駒場(役場周辺)

徒歩 自転車 バイク

自動車(自ら) 家族・友人等による送迎 社協等による送迎

路線バス ハイヤー・タクシー その他

915

193

911

1665

232

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 「通学」は「村内」「飯田市」へのサービス充実が必要。 

□ 昼間の時間帯の「通院」「レジャー・娯楽」等に対するサービスは主に「郊外」から「役場

周辺」を結ぶサービス充実が必要。 

□ 「清内路村」から「飯田市」へのサービス充実。 

20.7%

32.4%

26.6%

25.3%

24.6%

17.5%

5.0%

8.0%

5.6%

5.0%

10.2%

31.1%

21.8%

21.5%

26.0%

21.5%

25.0%

52.9%

42.5%

38.8%

38.5%

37.6%

43.7%

47.5%

11.1%

5.0%

5.4%

6.9%

5.0%

19.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

清内路

浪合

智里西

智里東

伍和

駒場

春日

阿智村駒場(役場周辺) 昼神温泉 1・2以外の阿智村内 飯田市 その他

760

808

958

572

170

341

323

清内路村は

「飯田市」へ

が特に多い。

飯田市への移動が多い 
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④ 日常生活における外出頻度 

 
 
 
 
 
 
●年代別に見た外出頻度 

 学校や仕事持つ 60 歳代以下の人は「ほぼ毎日」の外出であるが、年代が上がるにつれ、外出頻度は低くなる傾

向である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●外出目的別に見た外出頻度 

 高齢者の主な外出目的である「通院」は「1 ヵ月に 2・3 回程度～1 回程度」、「買い物」は「2・3 日に 1 回程度

～1週間に 1回程度」の割合が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9.3%

7.8%

22.3%

55.6%

83.1%

90.5%

85.0%

85.5%

88.6%

23.3%

23.0%

21.3%

20.6%

8.2%

6.2%

9.9%

8.5%

23.3%

20.9%

22.5%

15.2%

9.3%

27.6%

21.5%

6.4%

34.9%

20.6%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

90歳代

80歳代

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

ほぼ毎日 2～3日に1回程度 1週間に1回程度 １ヵ月に2～3回程度 １ヵ月に１回程度

306

352

414

453

680

545

525

344

43

49.6%

83.4%

33.7%

24.0%

22.5%

98.0%

95.9%

29.6%

35.3%

13.6%

34.9%

24.0%

12.8%

35.3%

8.7%

38.2%

16.0%

28.0%

17.4%

29.7%

6.1%

8.8%

12.4%

10.0%

37.8%

10.1%

6.1%

14.0%

27.1%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

塾・習い事

営業・業務

私用(銀行、役場等)

レジャー・娯楽

通院

買い物

通学

通勤

ほぼ毎日 2～3日に1回程度 1週間に1回程度 １ヵ月に2～3回程度 １ヵ月に１回程度

1807

297

725

547

50

169

235

34

115

【年代別】 

■ 「70 歳代以上」の高齢者は多くとも「2～3日に 1回程度」の外出。 

【外出目的別】 
■ 「通院」は「1 ヵ月に 2～3 回程度または 1 回程度」、「買い物」は「2～3 日に 1 回程度」

～「1週間に 1回程度」。 

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 「通院」「買い物」における外出頻度、高齢者の外出頻度を見ても、最低でも「隔日」、可

能な限り「毎日」の公共交通サービス充実が求められる。 

高齢者は「1ヵ

月に 1 回～多

くとも 2・3 日

に 1回」の外出

が多い 

●「通院」は「1

ヵ月に 2･3 回程

度」 

●「買い物」は

「2･3 日に 1 回

～1週間に 1回」
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(2) 路線バス利用について 

① 路線バスの利用頻度（回答者全員） 

 
 
 
 
 
 
●全体で見た路線バスの利用頻度 

 回答者の約 80％は路線バスを「全く利用しない」と回答した。頻度を見ても「年に 2～3 回」「1 ヵ月に 1 回」

の割合が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
●年代別に見た路線バスの利用頻度 

 「10 歳代」と「70 歳代」「80 歳代」の約 50％は路線バスを利用している。さらに「10 歳代」は利用者の約 1／

4が「ほぼ毎日」利用している。高齢者は「1週間に 1回」「１ヵ月に１回」「年に 2～3回」の利用が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14.4%

5.4%

5.6%

6.1%

11.1%

13.9%

5.9%

16.1%

16.8%

7.1%

12.8%

8.9%

13.3%

9.3%

7.7%

6.7%

12.5%

83.7%

56.3%

49.5%

79.4%

88.2%

92.1%

95.3%

95.4%

48.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

90歳代

80歳代

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

ほぼ毎日 2～3日に1回 1週間に1回 1ヵ月に1回 年に2～3回 全く利用しない

305

323

358

420

610

452

475

316

49

7.1% 8.1% 76.2%
2.6%

2.0%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ほぼ毎日 2～3日に1回 1週間に1回 1ヵ月に1回 年に2～3回 全く利用しない

3600

【全体】 

■ 約 80％「全く利用しない」と回答。 

【年代別】 

■ 「10 歳代」「70 歳代」「80 歳代」の利用度が高い。 

■ 「10 歳代」は利用頻度が高い。 

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 10 歳代、高齢者への公共交通サービス充実の検討。 

村民の 80％
は「バスを全

く利用しな

い」と回答。

20 代～50 代

は 9割が「バ

スを全く利

用しない」。 

10 歳代は 14%

が「毎日利用」。

高齢者のバス利用

は 1ヵ月に 1回が約

15%。「1週間に 1回」

「年に 2～3 回」が

約 10 から 13％。
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② 路線バスの利用目的（バス利用者） 

 
 
 
 
 
 
●全体で見た路線バス利用目的 

 バス利用者における路線バスの利用目的を見ると、最も多いのは「通院」で約 40％である。次いで「レジャー・

娯楽」「買い物」「通学」である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
●路線別で見たバス利用目的 

各路線とも「通院」「買い物」においては概ね同程度の利用割合である。「通学」を見ると阿智巡回バス、清内

路村巡回バスで他路線に比べ利用割合が低い。阿智村の各地及び清内路村内においては「通学」にバスを利用し

にくい可能性がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【全体】 

■ 約 40％が「通院」での利用である。次いで「レジャー・娯楽」「買い物」「通学」。 

【路線別】 

■ 「通学」は阿智巡回バス、清内路村巡回バスで利用割合が他路線に比べ低い。 

■ 各路線同程度の「通院」「買い物」の利用割合である。 

6.2% 12.5% 12.7% 39.0% 13.9% 5.9% 6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

通勤 通学 買い物

通院 レジャー・娯楽 私用(銀行・役場等)

営業・業務 塾・習い事 その他

769

7.8%

7.8%

11.1%

6.0%

12.7%

5.6%

5.2%

17.3%

22.2%

13.1%

7.3%

11.3%

15.7%

11.8%

24.4%

44.0%

50.9%

47.9%

44.3%

34.8%

6.7%

10.7%

16.4%

11.3%

12.2%

16.0%

13.3%

10.7%

5.5%

14.1%

13.3%

8.3%

7.0%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部コミュニティバス

清内路村巡回バス

伍和路線バス

春日・智里西巡回バス

伍和・智里東巡回バス

信南交通駒場線

通勤 通学 買い物

通院 レジャー・娯楽 私用(銀行・役場等)

営業・業務 塾・習い事 その他

399

115

71

55

84

45

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 阿智巡回バス、清内路村巡回バスの「通学」に対するサービス充実の検討 

バスは「通院」「レジャー・娯楽」「買い物」「通学」

に利用されている。

阿智巡回バス、清内路村巡回バ

スは「通学」での利用が低い。
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③ バス利用者の路線バスに対する要望 

 
 
 
 
 
 
 
 
●全体で見た路線バスに対する要望 

 「運行本数増便」に対する要望が最も高く 50％を超えている。次いで「自宅とバス停との距離短縮」で約 30％

である。 

 
 
 
 
●路線別で見た要望 

 清内路村巡回バス、西部コミュニティバスについては「始発・最終の時間変更」に対する要望が他路線に比べ

多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●要望大項目別に見た要望内容 

 「バス停距離」については「100ｍ」が最も高い割合であり、「運行本数」については「1時間に 1本」が多い。

また、「始発・最終便」については「7時台、21時台」の割合が高い。 

 
 
 
 

【全体】 

■ 半数以上が「運行本数の増便」を望んでいる。次いで「バス停と自宅の距離短縮」。 

【路線別】 

■ 清内路村巡回バス、西部コミュニティバスは「始発・最終の時間変更」の要望が多い。

■ 他の路線については全体の傾向と同様。 

【要望大項目別】 

■ 「バス停距離」：100ｍが 30％中約 10％、「運行本数」：1時間に 1本が 50％中約 20％、 

2 時間に 1本、30 分に 1本が約 15％、「始発・最終」：「7時台、21 時台」が約 20％中各 5％。

30.2% 51.1% 18.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自宅からのバス停までの距離を短くしてほしい 運行本数を多くしてほしい 始発・最終の時間を変更してほしい

577

25.6%

15.5%

32.7%

37.8%

32.9%

31.9%

41.0%

54.9%

53.1%

48.9%

54.1%

50.7%

33.3%

29.6%

14.3%

13.3%

12.9%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部コミュニティバス

清内路村巡回バス

伍和路線バス

春日・智里西巡回バス

伍和・智里東巡回バス

信南交通駒場線

自宅からのバス停までの距離を短くしてほしい 運行本数を多くしてほしい 始発・最終の時間を変更してほしい

288

85

45

49

71

39

13.3% 5.7% 5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からのバス停までの

距離を短くしてほしい

100m 200m 300m 400m 500m

174

15.8% 18.2% 14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数を多くしてほしい

30分に1本 1時間に1本 1時間30分に1本 2時間に1本

295

4.3% 4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

始発・最終の時間を

変更してほしい

5時台 6時台 7時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台

108

全路線

利用者の 5

割は「運行本

数の増便」を

望んでいる。

清内路村巡回

バス、西部コ

ミュニティバ

スは「始発・

最 終 時 刻 変

更」の要望が

多い。 

運行本数は「1

時間に 1 本程

度」、自宅との

バス停距離は

「100m」が最も

多い。 
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④ バス利用者のバス路線に対する要望（路線ごと集計） 

●信南交通駒場線 
■ 「運行本数」：30 分に 1本が約 25％、1時間に 1本が約 20％、「バス停」：100ｍが約 15％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●阿智巡回バス 伍和・智里東 

■ 「運行本数」：「1時間に 1本」「2時間に 1本」が各約 25％、「バス停」：100ｍが約 15％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●阿智巡回バス 春日・智里西 

■ 「運行本数」：1 時間に 1 本が 20％、30 分に 1 本が約 15％、2 時間に 1 本
が約 10％、「バス停」は 100ｍ、500ｍ、300ｍが各約 10％、「始発便」：7 時台

が約 10％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
●伍和路線バス 
■ 「運行本数」：2時間に 1本が約 30％、「バス停」：100ｍ、500ｍが各約 10％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●清内路村巡回バス 
■ 「運行本数」：2時間に 1本、1 時間に 1 本が各約 20％、「始発・最終便のダイヤ変更」：帰宅時 19 時台、21 時台の便各
約 10％）、朝 7時台の便約 10％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●西部コミュニティバス 
■ 「運行本数」：2時間に 1本が 20％、「始発・最終便のダイヤ変更」：朝 7時台、6時台各約 10％、「バス停」：500ｍが約
15％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15.3% 5.6% 5.9% 4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からのバス停までの

距離を短くしてほしい

100m 200m 300m 400m 500m

92

24.7% 17.4% 5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数を多くしてほしい

30分に1本 1時間に1本 1時間30分に1本 2時間に1本

146

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

始発・最終の時間を

変更してほしい

5時台 6時台 7時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台

50

信南交通駒場線

16.5% 5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からのバス停までの

距離を短くしてほしい

100m 200m 300m 400m 500m

28

5.9% 23.5% 23.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数を多くしてほしい

30分に1本 1時間に1本 1時間30分に1本 2時間に1本

46

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

始発・最終の時間を

変更してほしい

5時台 6時台 7時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台

11

阿智巡回　伍和・智里東

13.3% 8.9% 11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からのバス停までの

距離を短くしてほしい

100m 200m 300m 400m 500m

17

15.6% 20.0% 11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数を多くしてほしい

30分に1本 1時間に1本 1時間30分に1本 2時間に1本

22

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

始発・最終の時間を

変更してほしい

5時台 6時台 7時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台

6

阿智巡回　春日・智里西

12.2% 6.1% 10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からのバス停までの

距離を短くしてほしい

100m 200m 300m 400m 500m

16

16.3% 32.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数を多くしてほしい

30分に1本 1時間に1本 1時間30分に1本 2時間に1本

26

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

始発・最終の時間を

変更してほしい

5時台 6時台 7時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台

7

伍和路線バス

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からのバス停までの

距離を短くしてほしい

100m 200m 300m 400m 500m

11

5.6% 21.1% 5.6% 22.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数を多くしてほしい

30分に1本 1時間に1本 1時間30分に1本 2時間に1本

39

7.0% 8.5% 8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

始発・最終の時間を

変更してほしい

5時台 6時台 7時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台

21

清内路村巡回バス

7.7% 15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からのバス停までの

距離を短くしてほしい

100m 200m 300m 400m 500m

10

7.7% 7.7% 5.1% 20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数を多くしてほしい

30分に1本 1時間に1本 1時間30分に1本 2時間に1本

16

7.7% 10.3% 5.1% 5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

始発・最終の時間を

変更してほしい

5時台 6時台 7時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台

13

西部コミュニティバス

□ 現状でも 1時間に 1本以上の便数が確保されており、これ以上の増便は困難 

□ バス停は他の巡回バス等で駒場線沿線を補完することが考えられる 

□ 現状では 3時間から 4時間に 1便であり、より頻度が多くなるような仕組みを検討する必要 

□ 巡回バスが回る地区は地形的にも傾斜があるため、より乗降しやすい仕組みの検討の必要 

□ 春日・智里西は「朝の便」で 7時台の便設定要望がある 

□ 当路線は朝夕の 1往復しかないため、運行本数に対する要望が大きいが、運行エリアは巡回バス「伍和・智里東」と重
複しているため、総合的に見たバス体系の構築が必要 

□ 現状の運行は 2～4時間に 1本程の運行であり、より頻度が多くなるような仕組みを検討する必要 

□ 清内路村は「通学」において公共交通不便地域であるため、解消するような方策の検討が必要

□ 昼間運行本数は 4～5時間に 1本になるため、より頻度が多くなるような仕組みを検討する必要 

□ 朝、阿智方面へは 6時台、7時台着の便は設定されているため、それら便の精査が必要 

運行本数増便

の要望が多い

が、現状の運行

本数からも「増

便」は困難。

≪阿智巡回バス≫ 

●運行本数は現状 3便であり、

ルートの回り方も含め、検討が

必要。 

●阿智巡回バスは山間の集落

を回るため、高齢者でも乗降し

やすい施策の検討が必要。 

運行エリアが巡

回バスの伍和・智

里東と同じであ

るため、一体的な

検討が必要。 

「通学」に対応し

たダイヤ設定を

検討。 

2 時間に 1 本程度

の頻度での運行

要望が高い。 
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⑤ 非バス利用者のバス路線に対する要望 

 
 
 
 
 
 
●バス路線に対する要望（非利用者対象） 

 非利用者の約 35％は「利用しない、利用できない」と答えている。しかし、約 65％の人は何らかの改善策が講

じられれば、「利用する、利用するかも」との答えである。 

 要望として「運行本数の増加」「バス停と自宅・目的地の距離」「始発・最終便の変更」が挙げられた。また、

約 10％は「高齢等により運転できなくなったら利用する」と答えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
●年代別に見たバス路線に対する要望 

 80 歳代以上になると、身体的な理由から「利用できない」人が多くなる。 

 20 歳代が最も「利用しない」と答えており、さらに 50 歳代～70 歳代は「運転できなくなったら利用する」と

答えた人が約 10％～15％である。 

 最も今後バス利用が見込める「10 歳代」「高齢者」の要望は「運行本数」が最も高いが、他の年齢と比べると、

「バス停と自宅・目的地との距離」が高い割合を示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【全体】 

■ 約 35％が「今後も利用しない・利用できない」と回答。 

■ 約 60％の非利用者が「何らかの改善策が講じられれば利用可能性あり」と回答。 

【年代別】 

■ 50 歳代～70 歳代において約 10％～15％が「運転できなくなったら利用する」と回答。 

■ 10 歳代と高齢者は他の年代に比べ「バス停と自宅・目的地の距離短縮」が要望として高い。

13.5% 22.5% 12.7% 8.0% 12.9% 16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

バス停距離が近ければ 運行本数が増えれば

始発・最終を変更してもらえれば 運賃が安ければ

必要な所を廻る経路ならば 運転できなくなったら利用

現状のままでよい 家族に頼んでいる

ダイヤが生活と合わないから利用しない 身体的にバスでの移動、バス停までの移動が困難

車があるから利用しない、車でないと困る 利用はしない又は目的がない

その他

1119

11.8%

19.5%

16.3%

9.9%

12.9%

14.2%

11.7%

13.2%

18.0%

11.8%

23.4%

18.6%

25.0%

22.6%

20.9%

22.8%

24.2%

21.3%

7.8%

8.1%

12.2%

16.5%

14.9%

15.2%

7.7%

13.1%

6.5%

14.0%

14.0%

7.7%

5.9%

7.0%

6.1%

47.1%

23.4%

5.9%

6.5%

14.0%

15.7%

14.5%

10.8%

15.2%

14.3%

8.2%

11.8%

6.5%

12.8%

12.8%

16.5%

19.6%

20.5%

24.2%

19.7%

5.9%

5.5%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

90歳代

80歳代

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

バス停距離が近ければ 運行本数が増えれば

始発・最終を変更してもらえれば 運賃が安ければ

必要な所を廻る経路ならば 運転できなくなったら利用

現状のままでよい 家族に送迎を頼んでいる

ダイヤが生活と合わないから利用しない 身体的にバスでの移動、バス停までの移動が困難

車があるから利用しない、車でないと困る 利用はしない又は利用目的がない

その他

61

91

171

148

248

172

86

77

17

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 「運行本数」「自宅・目的地の出来るだけ近辺で乗降できるような仕組み、またはバス停位

置の見直し」「特に通学用に始発・最終便のダイヤ調整」の検討が主に必要。 

非利用者の約 4割は「利用しない」

「利用できない」と回答。 

非利用者の約

6割は「何らか

の改善策が講

じられれば利

用 可 能 性 あ

り」。 

50～70 歳代は

「高齢等で運

転できなくな

ったら利用」

が約 1割。 
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(3) 公共交通サービス向上による利用料金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●全体で見た公共交通利用料金の支払い額（加重平均値：一世帯 139 円） 

 最も高い割合を示したのは「100 円」で約 45％である。次いで、「200 円」の 20％である。現在の村内巡回バス、

コミュニティバスは「1回 100 円または 200 円」であるため、公共交通体系が変わっても、現状と同レベルの利用

料金で村内を移動したいとの意向が読み取れる。 

 
 
 
 
 
 
●居住地区別で見た公共交通利用料金の支払い額 

 全体での傾向と大きな変化は無く、「100 円」が各地区とも最も高く「30％～50％」であり、次いで「200 円」

が約 20％～30％である。智里西地区は他地区に比べ「300 円」の割合が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.1%

5.5%

5.0%

41.6%

43.3%

29.6%

53.5%

48.3%

39.9%

43.9%

29.5%

18.0%

23.5%

15.8%

19.8%

22.1%

16.0%

6.7%

5.6%

13.6%

16.8%

28.7%

25.9%

19.5%

21.2%

25.2%

26.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

清内路

浪合

智里西

智里東

伍和

駒場

春日

50円 100円 200円 300円 400円 その他 無回答

269

298

344

215

81

178

149

135円

139円

132円

128円

179円

142円

155円

加重平均値

44.1% 20.0% 23.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

50円 100円 200円 300円 400円 その他 無回答

1561 139円

加重平均値

≪現在の利用料金≫ 

□阿智巡回バス：1回 100 円 □清内路村巡回バス：1回 100 円 

□西部コミュニティバス：各村内移動は 1回 100 円（直通利用は 1回 200 円） 

【全体】 
■ 加重平均値は一世帯当たり 139 円。 

■ 利用料金としては「100 円」が最も高い割合で約 45％、次いで「200 円」が約 20％。 

【居住地区別】 
■ 全体での傾向と大きな変化はない。智里西地区が他地区に比べ「300 円」の割合が高い。

■ 全地区において「100 円」が最も高い割合で約 30％～50％である。次いで「200 円」が高

い割合を示している。 

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 住民意向は「現状維持」であり、それを踏まえた料金設定の検討。 

加重平均値：一世帯当たり 139 円 

料金支払い意向

の加重平均値が

高い地域。 
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(4) バス交通維持のための行政負担額について 

 
 
 
 
 
 
 
●全体で見た行政負担額への意向 

 全体の約 30％が「妥当な金額だと思う」と回答している。次いで約 15％の人が「運行経費の一部を協賛金募り、

賄う仕組みを考えるべき」と回答し、さらに約 10％は「行政負担額は減らすべき」と回答している。合わせて約

25％の人は「今の行政負担額が多い」と感じている。 

 
 
 
 
 
 
 
●「行政負担額を削減すべき」と回答した人の具体的負担金額意向 

 一世帯当たり負担額を「5,000 円」まで削減と答えた世帯が約 55％となった。 

 
 
 
 
 
 
 
●「行政負担額を増やしてもよい」と回答した人の具体的金額意向 

 一世帯当たり「10,000 円」まで増やして良いと答えた世帯が約 50％となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【全体】 

■ 「妥当な金額」が最も高い割合である。 

■ 次いで「運行経費の一部を他方法で賄う仕組みを考える」が多い。 

【行政負担額を減らすべきとの回答者（全体の 8.9％）】 

■ 「一世帯当たり 5,000 円まで削減」が約 55％、次いで「3,000 円」。 

【行政負担を増やすべきとの回答者（全体の 7.8％）】 

■ 「一世帯当たり 10,000 円まで増やしてよい」が半数を占めた。 

29.4% 8.9% 7.8% 14.8% 31.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

妥当な金額だと思う 行政負担は無い方がよい

行政負担を削減すべき 行政負担は増やしてもよい

運行経費の一部を賄う仕組みの検討 その他
無回答

1561

7.0% 15.7% 6.1% 54.8% 16.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政負担額を
削減すべき

1000円 3000円 4000円 5000円 その他

115

50.0% 8.3% 41.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政負担を

増やしてもよい

10000円 12000円 その他

60

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 住民意向は「行政負担額は妥当」または「協賛金等で経費を賄う仕組みを考え、負担額は

削減していく」であり、それを踏まえての運行経費の設定。 

3割が「妥当な

負担額」と答え

ている一方「運

行経費の一部

を協賛金等で

賄うべき」と回

答も 15%。 

削減すべきと回答した世帯の一世帯

負担額意向は 5割が「5,000 円」。

増額しても良いと回答した世帯の一世帯

負担額意向は 5割が「10,000 円」。 
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(5) 公共交通空白地域の住民意向 

① 横川地区 

 
 
 
 
●横川地区の人口構成 ※資料：阿智村役場資料 

 
 
 
●日常生活の交通手段 

 
 
 
 
 
 
 
●交通手段別の外出目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
●高齢者の外出頻度 

 
 
 
 
 
●バス利用頻度 

 
 
 
 
 
 

■ 高齢化率は 60％、高校生の居住は無い。 

■ 通院している高齢者の半数は「家族・友人等の送迎」を交通手段としている。 

■ 高齢者の外出頻度は「１ヵ月に１回～３回」が約７割。 

集落人口 うち高校生 うち６５歳以上

35人 0人 21人

0.0% 60.0%

25.0%

100.0%

45.5%

66.7%

25.0%

27.3%

33.3%

50.0%

27.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80歳代

70歳代

50歳代

全体

徒歩 自転車 バイク
自動車(自ら) 家族・友人等による送迎 社協等による送迎
路線バス ハイヤー・タクシー その他

11

4

4

3

100.0%

100.0%

100.0%

45.5%

50.0%

27.3%

50.0%

27.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

営業・業務

通院

買い物

通勤

全体

徒歩 自転車 バイク

自動車(自ら) 家族・友人等による送迎 社協等による送迎

路線バス ハイヤー・タクシー その他

11

1

6

1

3

14.3% 14.3% 28.6% 42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳代以上

ほぼ毎日 2～3日に1回程度 1週間に1回程度 １ヵ月に2～3回程度 １ヵ月に１回程度

7

50.0%

16.7%

33.3%

50.0%

33.3%

100.0%

66.7%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

90歳代

80歳代

70歳代

全体

ほぼ毎日 2～3日に1回 1週間に1回 1ヵ月に1回 年に2～3回 全く利用しない

6

2

3

1

バス利用の潜在需要 バス利用の顕在需要 

高齢者はバス利

用潜在需要、顕在

需要が高い。 

高校生の居住は無く、通

学に対応した公共交通

の必要性薄い。 

バス利用潜在需

要、顕在需要が多

いのは「通院」。 

高齢者は約７割が

「１ヵ月に１～３

回程度」の外出。 

バスは「1週間に

1 回」または「1

ヵ月に 1回」の利

用。 
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② 浪合地区（公共交通空白地域のみ抽出） 

 
 
 
 
 
●浪合地区（公共交通空白地域のみ）の人口構成 ※資料：阿智村役場資料 

 
 
●日常生活の交通手段 

 
 
 
 
 
 
 
 
●交通手段別の外出目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
●高齢者の外出頻度 

 
 
 
 
 

●バスへの要望（バス利用者） 

 
 
 
 
 

1 1 . 1 %

1 6 . 7 % 1 6 . 7 %

6 6 . 7 %

1 0 0 . 0 %

6 6 . 7 %

5 0 . 0 %

2 2 . 2 %

7 6 . 9 %

1 6 . 7 %

9 1 . 4 %

7 0 . 7 %

1 0 0 . 0 %

2 2 . 2 %

5 0 . 0 %

5 5 . 6 %

1 5 . 4 %

3 3 . 3 %

1 7 . 1 %

3 3 . 3 %

1 1 . 1 % 1 1 . 1 %

7 . 7 %

1 6 . 7 %

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

そ の 他

塾 ・ 習 い 事

営 業 ・ 業 務

私 用 ( 銀 行 、 役 場 等 )

レ ジ ャ ー ・ 娯 楽

通 院

買 い 物

通 学

通 勤

全 体

徒 歩 自 転 車 バ イ ク

自 動 車 ( 自 ら ) 家 族 ・ 友 人 等 に よ る 送 迎 社 協 等 に よ る 送 迎

路 線 バ ス ハ イ ヤ ー ・ タ ク シ ー そ の 他

8 2

3 5

6

1 3

9

2

9

4

1

3

■ 高齢化率は約 30％、高校生の居住は 7人居住する。 

■ 10 歳代、高齢者は「家族・友人等の送迎」を交通手段としている割合が高い。 

■ 「通院」「通学」「趣味・娯楽」は「家族・友人等の送迎」の割合が高い。 

■ 高齢者は約７割が「１ヶ月に 2・3回程度」から「1週間に 1回程度」外出する。 

■ バスへの要望としては「運行本数の増便」「始発・最終のダイヤ変更」を挙げる人が多い。

集落人口 うち高校生 うち６５歳以上

182人 7人 58人

3.8% 31.9%

1 2 . 5 %

1 0 . 0 % 1 0 . 0 % 1 0 . 0 %

6 2 . 5 %

3 3 . 3 %

1 2 . 5 %

8 4 . 6 %

1 0 0 . 0 %

1 0 0 . 0 %

1 0 0 . 0 %

1 0 0 . 0 %

1 0 . 0 %

6 9 . 9 %

3 3 . 3 %

6 2 . 5 %

1 5 . 4 %

5 0 . 0 %

1 6 . 9 %

1 6 . 7 %

1 2 . 5 %

3 7 . 5 %

1 6 . 7 %

1 0 . 0 %

6 . 0 %

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

無 回 答

8 0歳 代

7 0歳 代

6 0歳 代

5 0歳 代

4 0歳 代

3 0歳 代

2 0歳 代

1 0歳 代

全 体

徒 歩 自 転 車 バ イ ク
自 動 車 ( 自 ら ) 家 族 ・ 友 人 等 に よ る 送 迎 社 協 等 に よ る 送 迎
路 線 バ ス ハ イ ヤ ー ・ タ ク シ ー そ の 他

8 3

1 0

5

1 3

9

1 1

1 3

8

6

8

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 他地区と同様 10 代と高齢者に公共交通潜在需要があるが、どのような方策でサービスを確

保するか。 

18.8% 31.3% 37.5% 12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳代以上

ほぼ毎日 2～3日に1回程度 1週間に1回程度 １ヵ月に2～3回程度 １ヵ月に１回程度

16

16.7% 44.4% 38.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

浪合

自宅からのバス停までの距離を短くしてほしい 運行本数を多くしてほしい

始発・最終の時間を変更してほしい

18

朝夕の「通学」昼間の高

齢者の日常生活上、バス

利用潜在需要が多い。

10 歳代の学生、

高齢者はバス利

用潜在需要、顕在

需要が高い。 

「通学」「通院」

「趣味・娯楽」

でバス利用潜在

需要が高い。 

高齢者は約７割

が「１ヵ月に 2･3

回程度」～「１週

間に１回程度」は

外出する。 

バスへの要望と

して高 いのは

「増便」「始発・

最終便のダイヤ

変更」。 

バス利用の潜在需要 

バス利用の潜在需要 
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4－2.阿智高校生徒アンケート調査 

4－2－1.調査概要 

(1) 調査目的 

 阿智高校生の通学交通について、利用交通手段、公共交通利用実態、改善要望等を把握するこ

とにより、公共交通における重要なニーズである、「通学」に対する適正な公共交通サービスを提

供できるようにするための基礎データとして調査する。 
 
(2) 調査対象 

調査対象は阿智高校に通う全校生徒 全校生徒数：331人 
（平成 20年 4月 1日現在、阿智高校ホームページより） 

 
(3) 配布回収について 

  配布・回収：阿智村役場を通じて阿智高校へ配布、回収 
   調査期間：平成 20年 11月（配布・回収） 
    回収率：配布数 331通 
        回収数 288通 
        回収率 87.0％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

46 

 
4－2－2.調査結果整理と分析 

(1) 阿智高校生徒の居住地 

 
 
 
●阿智高校生の居住地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 生徒の約 6割は飯田市から、約 3割は阿智村内からの通学 

■ 村内では伍和地区からの通学者が多いが、全地区からの通学が見られる。 

60.1% 30.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

飯田市 阿智村 清内路村 平谷村 根羽村 その他 無回答

288

20.2% 18.1% 35.1% 9.6% 6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

村内

春日 駒場 伍和 智里東 智里西 浪合 清内路村 地区不明

94

伍和地区が最も多く

33 人。阿智高校周辺

地域に生徒は多く居

住している。 

郊外の山間部ほど、

通学者は少なく10人

以下。 
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(2) 阿智高校生の交通手段 

 

 

 

●居住地区別交通手段 

≪登校時≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
≪下校時≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●登下校時の自動車送迎の人数 

≪登校時≫ ≪下校時≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12.5%

10.0%

11.8%

61.1%

76.2%

12.6%

10.0%

33.3%

16.7%

52.9%

5.6%

14.3%

28.0%

25.2%

12.5%

41.5%

25.8%

20.0%

12.5%

100.0%

100.0%

25.0%

8.3%

62.5%

100.0%

60.0%

75.0%

66.7%

75.0%

35.3%

33.3%

9.5%

26.0%

30.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

根羽村

平谷村

阿智村地区不明

清内路村

阿智村浪合

阿智村智里西

阿智村智里東

阿智村伍和

阿智村駒場

阿智村春日

飯田市

全体

徒歩 自転車 信南交通　駒場線 清内路村巡回バス 西部コミュニティバス 自動車送迎

325

200

21

18

34

12

3

4

10

2

5

8

8

12.5%

10.0%

10.0%

20.6%

75.0%

78.9%

14.0%

10.0%

25.0%

20.0%

50.0%

6.3%

15.8%

27.2%

24.8%

12.5%

49.7%

31.2%

50.0%

30.0%

12.5%

100.0%

80.0%

80.0%

62.5%

20.0%

50.0%

50.0%

20.0%

75.0%

70.0%

29.4%

18.8%

5.3%

19.0%

23.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

根羽村

平谷村

阿智村地区不明

清内路村

阿智村浪合

阿智村智里西

阿智村智里東

阿智村伍和

阿智村駒場

阿智村春日

飯田市

全体

徒歩 自転車 信南交通　駒場線 清内路村巡回バス 西部コミュニティバス 自動車送迎

314

195

19

16

34

10

4

5

10

2

5

6

8

■ 高校に近い春日地区・駒場地区は約 70～80％が徒歩である。 

■ 高校から遠い智里東・智里西・浪合地区は約 70％が「自動車送迎」である。 

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 公共交通潜在需要に対する公共交通サービスの提供 

山間部である智里東、

智里西、浪合、清内路

村は「自動車送迎」の

割合が登校、下校にか

かわらず高い。 

自動車送迎の人数が

最も多いのは伍和地

区で約 10 人。 

山間部は人数は少な

いが、自動車送迎の割

合が高い地区。 



 

48 

 
(3) 交通手段選択理由 

 
 
 
●交通手段別選択理由（全体） 

≪登校時≫ 

 
 
 
 

≪下校時≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
●居住地区別交通手段選択理由 

≪登校時≫ 

 
 
 
 
 
 
 
≪下校時≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 智里東・浪合地区は「登下校時間帯にバスが無いから」との意見がある。 

■ 智里西地区・清内路村には「家の近くから学校に向かうバスが無いから」との意見がある。

6.8%

32.9%

86.5%

6.8%

13.3%

28.9%

5.4%

12.3%

26.3%

6.8%

6.7%

6.8%

6.7%

11.3%

52.1%

73.3%

100.0%

78.9%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自動車送迎

西部コミュニティバス

清内路村巡回バス

信南交通　駒場線

自転車

徒歩 37

76

71

2

15

73

33.8%

79.5%

13.7%

6.7%

30.9%

5.1%

5.9%

22.1%

7.8%

6.7%

25.0% 25.0%

13.3%

43.1%

86.7%

50.0%

78.3%

10.3%5.1%

11.8% 7.8%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自動車送迎

西部コミュニティバス

清内路村巡回バス

信南交通　駒場線

自転車

徒歩

学校が近いから 経済負担が少ないから

バスの時刻など時間を気にせずに良いから 登下校時間帯にバスがないから

家の近くから学校に向うバスがないから 安全だから

家族や近くの人が送ってくれるから その手段しかないから

その他

39

68

83

4

15

51

45.5%

66.7%

94.7%

46.4%

20.0%

25.0%

16.7%

6.1%

11.1%

5.3%

9.3%

50.0%

25.0%

8.3%

12.1%

7.2%

25.0%

16.7%

25.0% 25.0%

16.7%

6.1%

5.6%

6.2%

50.0%

40.0%

25.0%

25.0%

33.3%

21.2%

16.7%

19.6%

40.0%

25.0%

8.3%

9.1%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区不明

清内路村

浪合

智里西

智里東

伍和

駒場

春日

全体 97

19

18

33

12

4

4

5

2

9.1%

39.4%

64.7%

94.4%

44.2%

20.0%

20.0%

9.1%

6.1%

11.8%

5.6%

8.4%

9.1%

9.1%

9.1%

20.0%

25.0%

50.0%

25.0%

18.2%

9.1%

11.8%

9.5%

50.0%

20.0%

50.0%

18.2%

21.2%

5.9%

14.7%

60.0%

60.0%

18.2%

15.2%

5.9%

14.7%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区不明

清内路村

浪合

智里西

智里東

伍和

駒場

春日

全体

学校が近いから 経済負担が少ないから

バスの時刻など時間を気にせずに良いから 登下校時間帯にバスがないから

家の近くから学校に向うバスがないから 安全だから

家族や近くの人が送ってくれるから その手段しかないから

その他

97

19

18

33

12

4

4

5

2

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 山間部の智里東・西・浪合地区、清内路村の通学に対するバス交通サービス提供の検討。

智里東、浪合地区は

「登下校時間帯にバ

スが無いから」との意

見がある。 

智里西、清内路村は「

家の近くから学校に

向かうバスが無いか

ら」との意見がある。
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(4) 阿智高校生の登校時間・下校時間 

 
 
 
●登下校時間帯（全体） 

≪登校時間帯≫ 
 
 
 
 
≪下校時間帯≫ 
 
 
 
 
●交通手段別登下校時間帯（阿智・清内路村） 

≪登校時間帯≫ 
 
 
 
 
 
 
 
≪下校時間帯≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50.0%

6.5%

19.5%

100.0%

15.4%

16.1%

29.3%

50.0%

34.6%

6.5%

17.1%

15.4%

29.0%

29.3%

34.6%

41.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自動車送迎

西部コミュニティバス

清内路村巡回バス

信南交通　駒場線

自転車

徒歩

6:30以前 6:30～7:00 7:00～7:30 7:30～8:00 8:00～8:30 8:30以後

31

26

0

2

2

41

■ 阿智高校の登校時間帯は「7:30～8:30 頃」の割合が高い。 

■ 阿智高校の下校時間帯は「16:00～17:00」「18:00 以降」に帰宅する生徒が多い。 

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 朝、「7:30～8:30 頃」に学校着で利用できる便の設定。 

□ 夕方「16:00～17:00 頃」の帰宅時間帯に合わせた便の設定。 

10.6% 26.1% 28.6% 31.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

6:30以前 6:30～7:00 7:00～7:30 7:30～8:00 8:00～8:30 8:30以後

283

15.7% 15.0% 11.3% 8.0% 29.6%20.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

16:00以前 16:00～16:30 16:30～17:00 17:00～17:30 17:30～18:00 18:00以後

274

自動車送迎で

の生徒は「7:00

～7:30」「8:30

以降」に登校し

てくる割合が

高い。 

クラブ活動は帰宅時間

にバラツキがあり、公

共交通での対応は難し

い。 

通常帰宅時間帯のサー

ビスを考慮する。 

6.7%

16.7%

27.8%

6.7%

25.0%

25.0%

16.7%

22.2%

13.3%

25.0%

25.0%

16.7%

13.9%

3.3%

12.5%

11.1%

16.7%

25.0%

53.3%

50.0%

25.0%

29.2%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自動車送迎

西部コミュニティバス

清内路村巡回バス

信南交通　駒場線

自転車

徒歩

16:00以前 16:00～16:30 16:30～17:00 17:00～17:30 17:30～18:00 18:00以後

36

24

0

4

4

30

12.5% 31.3% 6.3% 43.8% 6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自動車送迎

18:00～18:30 18:30～19:00 19:30～20:00 20:00～20:30 20:30以降

16

「7:30～8:30」

「16:00～17:00」 「18:00 以降」 

通学に自動車送迎

を用いている生徒

はクラブ活動で 18

時以降になる生徒

と、通常の下校時

間で 16:30～18:00

に帰宅する生徒に

二分される。 
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(5) バス交通に対する要望 

 
 
 
 
 
 
●居住地区別要望 

≪全体集計≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪阿智村・清内路村集計≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 飯田市の生徒は「運賃を安くしてほしい」との要望が最も高い。 

■ 阿智村の生徒は「運行本数を多くしてほしい」との要望が最も高く、次いで「自宅近くに

バス路線を走らせてほしい」との要望が高い。 

■ 智里東、智里西、清内路村においては「登下校の時間にバスを走らせてほしい」との要望

の割合が高い。 

16.7%

22.2%

8.7%

10.4%

33.3%

71.4%

57.1%

33.3%

29.7%

32.3%

33.3%

25.0%

47.2%

41.0%

16.7%

28.6%

8.3%

10.3%

10.4%

28.6%

14.3%

11.1%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

根羽村

平谷村

阿智村・清内路村

飯田市

全体

自宅近くにバス路線を走らせてほしい 運行本数を多くしてほしい
運賃を安くしてほしい 登下校の時間にバスを走らせてほしい

その他

251

195

36

7

7

6

28.6%

33.3%

50.0%

33.3%

33.3%

22.2%

33.3%

28.6%

50.0%

33.3%

22.2%

33.3%

60.0%

33.3%

33.3%

28.6%

33.3%

33.3%

40.0%

25.0%

14.3%

33.3%

50.0%

8.3%

33.3%

50.0%

11.1%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区不明

清内路村

浪合

智里西

智里東

伍和

駒場

春日

全体

自宅近くにバス路線を走らせてほしい 運行本数を多くしてほしい

運賃を安くしてほしい 登下校の時間にバスを走らせてほしい

その他

36

5

3

9

2

3

4

7

3

〔公共交通のあり方・課題〕 

□ 飯田市の生徒が利用する駒場線は、料金体系または一部補助など検討が必要。 

□ 阿智村内の山間部では、通学に利用できる公共交通サービス構築の検討が必要。 

飯田市からの生徒は「低

運賃化」に対する要望が

高く、阿智村は「運行本

数の増便」が多い。 

全体の意見として

は、「運行本数の増

便」への要望が多

い。 

郊外の智里東、智里西、

清内路村は他地区に比べ

「登下校に合わせたダイ

ヤを望んでいる。 
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●要望の細項目分析 

≪運行本数≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪運賃≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪登下校時のバス運行≫ 
【登校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【下校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

60.0%

100.0%

30.0%

14.3%

50.0%

40.0%

30.0%

21.4%

23.4%

50.0%

30.0%

41.1%

35.1%

10.0%

28.6%

22.1%

7.1%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

根羽村

平谷村

阿智村・清内路村

飯田市

全体

1時間に1本程度 1時間に2本程度 1時間に3本程度 1時間に4本程度 1時間に5本以上

77

56

10

4

5

2

25.0%

6.3%

62.5%

21.2%

24.2%

50.0%

12.5%

30.6%

29.5%

50.0%

32.9%

30.5%

10.6%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

根羽村

平谷村

阿智村・清内路村

飯田市

全体

100円未満 100～200円 200～300円 300～400円 400円以上

95

85

8

0

0

2

25.0%

16.7%

50.0%

16.7%

16.7%

100.0%

33.3%

16.7%

22.2%

50.0%

25.0%

22.2%

66.7%

8.3%

16.7%

8.3%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

根羽村

平谷村

阿智村・清内路村

飯田市

全体

6:30以前 6:30～7:00 7:00～7:30 7:30～8:00 8:00～8:30 8:30以後

18

12

3

2

0

1

50.0%

5.0%

33.3%

21.4%

20.0%

66.7%

10.0%

7.1%

5.0%

100.0%

50.0%

71.4%

60.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

根羽村

平谷村

阿智村・清内路村

飯田市

全体

16:00以前 16:00～16:30 16:30～17:00 17:00～17:30 17:30～18:00 18:00以後

20

14

3

2

0

1
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4－3.住民・高校生意向調査による課題 

① 住民意向調査による課題抽出表その１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 現状・問題点 課題

年代

≪年代別利用交通手段≫
■10歳代、70歳代以上の高齢者の移動手
段は「家族・友人等による送迎」「路線
バス」が多い

≪年代別バス利用頻度≫
■20歳代～60歳代は約80～90％が「バス
を全く利用しない」と回答

□ 主に潜在需要の高い10歳代、70歳代以上
の高齢者への公共交通サービス充実の検討

行動目的

≪年代別≫
■日常生活行動目的及びバス利用目的よ
り10歳代は「通学」、高齢者は「通院」
「買い物」

≪路線別≫
■阿智巡回バス、清内路村巡回バスは他
路線に比べ「通学利用」が少ない

□ 「通学」「通院」「買い物」といった行動目的
に対する公共交通サービス充実の検討
□ 阿智巡回バス、清内路村巡回バスの「通
学利用」に対応する運行の検討

行動目的地

■ 10歳代は阿智村内、飯田市の2地域
■高齢者は約40～50％が阿智村役場周辺。
ただし、約15～30％は飯田市
■清内路村から飯田市への移動する人の割
合が高い

□ 阿智村内を目的地とした公共交通サービ
ス、飯田市を目的地とした公共交通サービス
の提供

外出頻度

≪外出目的別外出頻度≫
■「通院」：「主に1ヵ月に1回～3回程
度」
■「買い物」：「主に毎日～1週間に1回
程度」

≪年代別≫
■10歳代：「ほぼ毎日」
■高齢者：「2・3日に1回～1ヵ月に2・3
回程度」

≪バス利用者利用頻度≫
■10歳代：「ほぼ毎日」
■高齢者：「1週間に1回～年に2～3回」

□ 可能な限り毎日利用できる公共交通サー
ビスの提供
□ 「通学対応」は毎日の公共交通サービス
の提供

バス利用者の要望

≪全体≫
■1位「運行本数を多くしてほしい」2位
「自宅とバス停の距離を短く」3位「始
発・最終の時間変更」

非バス利用者の要望

≪全体≫
■非利用者の約35％が「今後も利用しな
い、利用できない」と回答
■要望1位は「運行本数の増加」2位「自
宅・目的地とバス停との距離短縮」3位
「始発・最終便の変更」

□ 運行本数が高まるような公共交通体系の
構築
□ 自宅とバス停との距離が短縮されるような
公共交通体系の構築
□ 日常行動（特に通勤通学）に可能な限り合
わせたダイヤ構築
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② 住民意向調査による課題抽出表その 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 高校生アンケートによる課題抽出表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 現状・問題点 課題

利用料金
■公共交通サービスが向上したとして支
払う料金は約45％が「100円」20％が
「200円」と回答

□ 現状の料金を維持した料金設定

バス交通維持のための
行政負担額について

■現在の行政負担額は「妥当な金額」と
回答したのが約30％
■約15％が「運行経費の一部を協賛金等
で賄う仕組みの検討

□ 「通学」「通院」「買い物」といった行動目的
に対する公共交通サービス充実の検討
□ 阿智巡回バス、清内路村巡回バスの「通
学利用」に対応する運行の検討

公共交通空白地域の意向

≪横川地区≫
■高校生の居住は無いため、現状では通学
対応は必要性が薄い。
■公共交通潜在需要が高齢者の「通院」に
多い。
≪浪合地区≫
■公共交通潜在需要は「10代」「高齢者」に
多い。
■「通学」「通院」「趣味・娯楽」で公共交通潜
在需要が多い。

□ 他地区と同様10代と高齢者に公共交通潜
在需要があるが、どのような方策でサービス
を確保するか。

項目 現状・問題点 課題

交通手段

■智里東、智里西、浪合、清内路村と
いった郊外の山間部に行くほど、公共交
通潜在需要と成り得る「自動車送迎」で
の通学者の割合が高くなる。
■「自動車送迎」の人数を見ると「伍和
地区」が最も多く10人であり、その他は
一桁の人数である。

□ 潜在需要に対する公共交通サービスの提
供

公共交通手段選択理由

■郊外の智里東、智里西、浪合、清内路
村では「利用できるバスが無い、運行さ
れていない」との理由から他交通手段を
利用している。

□バス交通が無い地域または不便な地域に
対する公共交通サービスの提供

登下校時間

≪登校≫
■「自動車送迎」による通学者は特に「7:30～
8:00」「8:30以降」の登校の割合が高い。
≪下校≫
■「自動車送迎」による帰宅者の半数は
「18:00以降」の帰宅であり、「18:30～19:00」
「20:00～20:30」の帰宅時間の割合が高い。

□最も効果の高い登下校時間帯に運行でき
るダイヤの構築

バス交通に対する要望

■飯田市からの生徒は「低運賃化」に対する
要望が高い。
■阿智村からの生徒は「運行本数の増便」が
最も多い要望であるが、「自宅近くにバス路
線がほしい」「低運賃化」の要望も同程度あ
る。

□飯田市からの生徒が利用する駒場線は料
金設定の見直し、料金補助等の検討が必要
□阿智村は運行本数の確保、運行路線の確
保など、利用できるバス構築の検討が必要
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5.公共交通再構築に向けた課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪7月 16 日の徒歩・二輪車以外の登校手段≫ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪阿智村の通学手段の状況≫ 

 
 
 
 
 
 

■ 実際は 4系統 

駒場線：残すための施策検討 

■ 利用者の内訳：路線全体の利用者は、飯田市が約 80% 

 
 
 
 

23.5% 76.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全利用者数

阿智村内 飯田市内

■ 昼間の利用者数が少ない 

15

2020

31

8

13
9

4

14
1111 10

26

7

14

9
6

18

41

27

20
22
18

7

13

18

23

4

9

21

39

20

30

16

9

18 18
15

10
6 5

10
8
6

17

7
4

43

10

24 25

1

8 8

0

10

20

30

40

50
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(人)

駒場方面行き 飯田駅方面行き

　　　　　　1便当たり利用者数平均値（調査日）＝15人

15人

昼間の利用者数が少ない 

阿智巡回バス：運行形態の全体的見直し 

■ 多様な目的に利用されている基幹バス路線 

13.6% 17.2% 5.6% 12.6% 6.1% 36.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

通勤 通学 買い物 通院
レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等 仕事･業務 塾･習い事

帰宅 その他 無回答

※ バス利用者調査より 

家族の負担軽減を図る 10 代、高齢者の送迎への対応 
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路線バス ハイヤー・タクシー その他
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45

＊2 
＊1 

＊2「できればバスを利用したい」潜在需要（乗ってもらえる仕組みづくり）

＊1「バス利用」の顕在需要（更なる利便性と快適性の強化） 
※ 住民意向調査より 

■ 利用の多くは高齢者の「通院」「レ
ジャー・娯楽」 

買い物
4.0%

レジャー･娯
楽
36.0%

通院
32.0%

通学
8.0%

その他
8.0%

私用
8.0%

塾･習い事
4.0%

※ バス利用者調査より 

伍和路線バス：阿智巡回バスでの対応可能性の検討 

阿智高校への通学支援：特に村内居住生徒の通学支援策の検討 

■飯田市内からは駒場線、根羽村からは西部コミュニティバスが支援

阿智村内居

住生徒の足

の確保。 

巡回バスで一部

でもサービスで

きないか。 

■ 午前の下り、午後の上りをどうするのか 

清内路村巡回バス：運行効率の改善と駒場線との連携強化策の検討 

■ 飯田市への通勤・通学・通院の利便性強化→駒場線との連携強化 

バス利用目的               最終目的地 

私用:銀行･
役場等
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通学
13.3%

昼神
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7.7%

阿智村
15.4% 飯田市内

69.2%

※ バス利用者調査より 
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※ 利用者：バス停乗降者数 

■ 朝夕は通学、日中は通院     ■ 広域的な利用のある路線 
バス利用目的             最終目的地 

西部コミュニティバス：効率的運行形態の検討 

阿智高校
19.0%

飯田市内
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自宅
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平谷村
23.8%

根羽村
23.8%
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レジャー･娯
楽
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通勤
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通学
48.1%
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18.5%

■ 朝、阿智方面第 2便は阿智高校への登校便で利用者が多い 
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※ バス利用者調査より 
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清内路村
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春日
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徒歩 自転車 信南交通　駒場線 清内路村巡回バス 西部コミュニティバス 自動車送迎
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40

34
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22
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20

4

山間部の地区で

自動車送迎の割

合が高い。通学の

足の確保が必要。
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●駒場線 

  ・南信州広域連合にて計画が策定された計画で運行する。 

●西部コミュニティバス 

  ・朝夕時：夜帰宅便の最終便が20時阿智発と遅いため、学生の利用時間と合っているか検討する。 

  ・昼間時：特に昼間のサービスレベルが低く、買い物や通院に便利に利用できるダイヤとはなっていない。

昼間のサービスレベル向上といった課題がある。 

       駒場線の新ダイヤへの対応、阿智高校からの下校時間を考慮した、最終便の時刻変更を実施。

●清内路村巡回バス 

  ・朝夕時：阿智高校の登校時間に合っていない課題がある。 

  ・昼間時：昼間の往復が不可能といった、ダイヤ上の課題がある。 

  ・清内路地区と阿智中心市街地または飯田市との連絡機関としては機能しているため、当面は、現状での運

行とする。 

●阿智巡回バス 

  ・朝夕時：阿智村内に住んでいる高校生が通学にバスを利用できるように検討する。 

  ・昼間時：現在は 2 台で村内各地をくまなく巡回しているため、運行時間、距離が長く、運行間隔も長い

ため、運行便数が少ない。 

       しかし、利用者アンケートでは「今の本数で良い」が 8 割～9 割と高いため、現状のサービス

レベルは維持し、更なるサービスレベル向上は可能か検討する。 

       村内に存在する公共交通空白地域を解消するような公共交通網を整備計画案を検討する。 

 
6.公共交通再構築における基本方針 

6－1.基本方針の設定 

≪基本方針≫ 
１.公共交通空白地域、公共交通不便地域の解消 

 公共交通は、本来的には「誰もが、どこからでも、安く利用できる交通手段」であるべきであるが、

阿智村内にも、公共交通を利用しようと思っても、近くにバスが走っていない地域（公共交通空白地

域）や、バスは走っているが、目的によっては、うまいダイヤがない地域（公共交通不便地域）が存

在し、これらの全てを解消することは出来ないが、解消に向けての出来る限りの改善を図るものとす

る。 
 

２.真に困っている人（公共交通に頼らざるを得ない人）の移動手段の確保 

 地方都市においては、移動手段を選択できる多くの人は、自動車を利用しているが、免許が無い、

車が無い、送ってくれる人が無い等の人は、移動に際し、公共交通に頼らざるを得ない。本計画に当

たっては、こうした真に困っている人の移動手段確保を図るものとする。 
 

３.乗り継ぎ負担の少ない公共交通 
 鉄道の無い阿智村にとって、都市的交流の多い飯田市を結ぶ駒場線は、骨格的なバス路線で、南信

州広域連合と連携を図りつつ、阿智村内のバス路線は、駒場線との連携強化を図り、村民にとって乗

り継ぎ負担の少ない公共交通体系の構築を目指す。 

 

４.地球環境に配慮した公共交通 
 地球温暖化の主要因である温室効果ガス（CO2）の削減は、公共交通の運行に対しても求められる
大きな課題で、順次適正規模車両での運行、効率的な運行を通じて、地球環境に配慮した公共交通体

系の構築を目指す。 
 
５.分かりやすい公共交通 
 バス利用の多くは、高校生と高齢者であり、特に高齢者にとっては公共交通利用に際し、分かりや

すさが求められ、利用者にとって分かりやすい公共交通体系の構築を目指す。 
 
６.適正な役割分担に基づく公共交通 
 公共交通の運行にあたっては、利用者、交通事業者、行政が適正に役割を分担し、どこかに過度の

負担がかからないような配慮のなされた公共交通体系の構築を目指す。 

 

≪各路線の整備方針≫ 
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6－2.連携計画の目標と目指すサービスレベル 

 ≪公共交通総合連携計画の目標≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪阿智村公共交通が目指すサービスレベル≫ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連携計画策定にあたっての総合的な目標連携計画策定にあたっての総合的な目標連携計画策定にあたっての総合的な目標

阿智村が目指す公共交通体系整備に向けての具体的目標阿智村が目指す公共交通体系整備に向けての具体的目標阿智村が目指す公共交通体系整備に向けての具体的目標

移動に際し、できる限り家族の負担を軽減し、運行効率の現状維持を目指し、利用者の満足度が上昇する公移動に際し、できる限り家族の負担を軽減し、運行効率の現状維持を目指し、利用者の満足度が上昇する公

共交通サービスを目標とする。共交通サービスを目標とする。

目標Ⅱ：バス目標Ⅱ：バス 11台当たり利用者の現状維持台当たり利用者の現状維持

路線バス利用者が年々減少する中で、運行効率の観点から、減便を余儀なくされる路線もあるが、阿
智巡回バスについては、「サービス拡大・利便性強化」が図られた運行計画となっており、増便・減
便にかかわらず、少なくとも運行便 1台当たりの利用者数は、現状維持ができることを目標とする。

目標Ⅲ：阿智巡回バスの利用者満足度ＵＰ目標Ⅲ：阿智巡回バスの利用者満足度ＵＰ

公共交通の理想は「いつでも、どこからでも、安く利用できる」であるが、現実的には不可能であ
り、本計画においても真に困っている人 (公共交通に依存せざるを得ない高校生や高齢者 )に、一定の
サービスを提供する施策を提案している。公共交通の運行に際しては、利用者がどの程度満足してい
るかが大きな指標で、本計画においては、利用者満足度が 80％程度になることを目標とする。

４．０人３．８人西部コミュニティバス

１９．０人１９．０人阿智巡回バス

目標値現状

２．０人１．８人清内路巡回バス

１６．０人１６．０人駒場線

４．０人３．８人西部コミュニティバス

１９．０人１９．０人阿智巡回バス

目標値現状

２．０人１．８人清内路巡回バス

１６．０人１６．０人駒場線

目標Ⅰ：阿智高校に通学する際の「家族による送迎車両」の台数削減　　目標Ⅰ：阿智高校に通学する際の「家族による送迎車両」の台数削減　　

阿智高校に通学する生徒のうち、飯田市内・根羽村・清内路村からは路線バス、コミュニティバス、巡回バスが
運行されており、沿線の生徒の通学手段は確保されているが、阿智村内に居住する生徒は路線バス時の沿線を除
き、バスを利用しての通学は困難で、「家族による送迎」が多いのが現実である。本連携計画では、こうした実
態に鑑み、「阿智巡回バス」の改善を通じて、阿智村内に居住する生徒に通学でバスを利用できる環境をつくる
ものである。

＜運行 1便当たりの利用者数＞

利用者満足度　現状 61.3％　　　　　目標値 80％

家族による送迎車両　現状 53台　　　　　目標値 25台
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7.各路線の具体的整備計画案の検討 

7－1.駒場線の整備計画案 

≪路線特徴と課題≫ 
 
 
 
 
 
＜利用者特性＞ 
 【利用目的】 
 
 
 
 
 
 
 【利用者年齢分布】 
 
 
 
 
 
 
＜便別利用者数から見た課題＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
≪整備計画の検討≫ 
 
 
 
 
 
 
＜新たなダイヤ＞ 
(1) 平日のダイヤ検討案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 土曜日のダイヤ検討案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 休日のダイヤ検討案 

 
 
 
 
 
 
 
 

【路線特徴】 

■ 利用者数の年代も幅広く、多目的に利用され、飯田市と阿智村を結ぶ、基幹バス路線。 

■ 数多くの本数が運行されており、日運行本数は 26.5 往復（54 便）である。 

【課題】 

■ 昼間の時間帯、利用者数が少ない便が多い。 

13.6% 17.2% 5.6% 12.6% 6.1% 36.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

通勤 通学 買い物 通院
レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等 仕事･業務 塾･習い事

帰宅 その他 無回答

35.9% 6.6% 6.6% 12.6% 17.7% 6.6%7.6%
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昼間の利用者数が少ない昼間の時間帯｡ 

現状 27 往復→検討案 20 往復へ削減｡

多様な利用目的で利用される駒場線｡ 

幅広い年代に利用されている駒場線｡ 

運行の効率化を図り継続運行｡ 

現状 17.5 往復→検討案 9往復へ削減｡ 

現状 8往復→検討案 6往復へ削減｡ 
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15:00

15:40

16:45

17:39

18:30

19:05

7:20

8:01

9:20

10:14

12:00

12:36

14:00

14:31

16:00

16:31

17:20

17:57

18:00

18:31

7:40

8:34

9:50

10:31

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

駒場方面行き

飯田駅方面行き

11:00

11:31

12:40

13:24

15:00

15:38

16:45

17:39

13:00

13:31

9:20

10:14

12:00

12:31

14:00

14:31

15:50

16:31

9:50

10:31

9:00

9:42

8:00

8:31
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7－2.西部コミュニティバスの整備計画案 

≪路線特徴と課題≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜利用者特性＞ 
 【利用目的】 
 
 
 
 
 
 
 
 【利用者最終目的】 
 
 
 
 
 
 
 
＜現状ダイヤから見た課題＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
≪整備計画の検討≫ 
＜運行路線図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ダイヤ検討案＞ 

 
 
 
 
 
 
 
＜運行経費と需要＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

【路線特徴】 

■ 3 村を跨ぎ運行される広域的な輸送を担う路線バスである。 

■ 朝夕は阿智高校への通学に利用され、昼間は通院に多く利用されている。 

【課題】 

■ 阿智高校からの最終便が 20:00 発と遅く、利用者からも遅いとの意見がある。 

■ 阿智村中心市街地往復に対するサービスの確保。 

【公共交通空白地域への対応】 

■ 西部コミュニティバスでは対応できない浪合地区の公共交通空白地域の対応検討。 

48.1% 22.2% 18.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

通勤 通学 買い物 通院
レジャー ･娯楽 私用 :銀行･役場等 仕事･業務 塾･習い事

帰宅 その他 無回答

23.8% 23.8% 19.0% 19.0% 14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

根羽村 平谷村 阿智高校 飯田市内 自宅

朝夕は阿智高校への通学に利用、昼間は通院に利用されている。 

3 村に跨る路線であるため、目的地も多岐に渡る。 

通学は約 2割が阿智高校への通学である。 

午前中、阿智中心市街地への行き便、帰り便が無い。 
昼頃、阿智中心市街地へ行く便はあるが、帰り便が無い。

■ ダイヤの課題はあるが、広域的な路線であるた

め、大幅な時刻変更は困難でありが、現状のダ

イヤを基本として、駒場線の新ダイヤへの対

応、阿智高校からの下校時間を考慮した、最終

便の時刻変更を実施する。 

駒場線新時刻表との接続｡ 

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

根羽村方面

阿智村方面

6:50

7:36

8:00

8:50

13:00

13:50

17:20

18:10

20:00

20:50

6：00

6：50

7:00

7：50

11:10

12:00

16:20

17:10

19:00

19:50
飯田への通勤・通学便

朝の通勤通学便
飯田への通院便

午後、阿智飯田方面
からの帰宅便が無い

午後、阿智飯田方面
への便が無い

昼間の運行便が極めて少ない 帰宅便

午前中の阿智中心部
への便が無い

午前中の阿智中心部
からの帰宅便が無い

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

根羽村方面

阿智村方面

○飯田駅7:32着に接続
○阿智高校、飯田市への通勤通学便

○飯田駅8:34着に接続
○阿智高校、飯田市への通勤通学便

○飯田駅11:30発に接続
○飯田市からの帰宅便

○飯高16:15、駅16:30発に接続
○阿智高校、飯田市からの帰宅便

○飯高18:20発に接続
○阿智高校、飯田市からの帰宅便

6:50

7:36

8：00

8：50

13:00

13:50

17:30

18:20

19:40

20:30

6:00

6:55

6:48

7:48

11:10

12:00

16:30

17:20

18:40

1930

○飯田駅12:51着に接続
○飯田市への午後の行き便

【運行経費算出条件】 

① 現状での運行となるため、経費は平成 19 年度と同程度を

計上｡ 

【需要算出根拠】 

① 現状での運行形態となるため、平成 18 年度と同程度の需

要を計上｡ 

【運行収入算出条件】 

① 平成 21 年度想定収入は、平成 19 年度と同様の運行形態となるため、収入に大きな変化は無いと予測｡ 

最終便の運行時間を早めた 

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 11,925 170 5,658

予測値 12,000 170 5,658

予測値-H19 75 0 0
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7－3.清内路村巡回バスの整備計画案 

≪路線特徴と課題≫ 
 
 
 
 
 
 
 
＜利用者特性＞ 
【利用目的】 

 
 
 
 
 
 
 
 【利用者最終目的】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜現状のダイヤから見た課題＞ 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
≪整備計画の検討≫ 
 
 
 
＜運行路線図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜運行経費と需要＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

森の家行き

阿智村役場行き

7:45

8:05

9:00

9:13

10:30

11:03

17:40

18:13

6:55

7:26

9:13

9:46

12:28

13:01

14:03

14:16

17:00

17:31

13:30

14:03

8：40

8：50

8：50

9：00

16：10

16：20

18：20

18：30

阿→清 清→森 阿→森 阿→森 阿→森

長→阿 森→阿 森→阿 森→清 長→阿

村内便

○阿智高への登校便と
しては時間が早い

買い物、通院
からの帰り便

が無い

買い物、通院
からの帰り便

が無い

【路線特徴】 

■ 阿智中心市街地と清内路地区を結ぶ巡回バス。 

■ 利用形態は清内路地区から阿智中心市街地、または飯田市へ向かう利用形態である。 

【課題】 

■ 阿智高校への登校便は学校前に 7:21 着であるため一般の生徒には早すぎてしまう課題がある。 

■ 阿智中心市街地に、通院または買物でバスを利用すると、午前、午後とも滞在時間が 3 時間以上また

は 30 分程度となってしまうため利用しづらく、その解消が課題。 

清内路村巡回バスの利用者は「飯田市」を目的としている割合が高い。よって、飯田市へのサービスレベルの確保

が大切であり、駒場線との接続が大切になってくる。 

69.2% 15.4% 7.7% 7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

飯田市内 阿智村 昼神 名古屋市

午前・午後とも、通院や買い物に阿智中心市街地へ

行った帰りの便が設定されていない。 阿智高校への通常の登校便としては

早すぎる時間（7:21 学校前着） 

課題はあるが、清内路地区と阿智中心市街地または飯田市との連絡機関としては機能しているため、当面は、

現状での運行とする。 

13.3% 53.3% 6.7% 6.7%20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤 通学 買い物 通院
レジャー･娯楽 私用:銀行･役場等 仕事･業務 塾･習い事

帰宅 その他 無回答

通院利用が半数以上と、主に通院での利用であることが分かる。 

【運行経費算出条件】 

① 現状での運行となるため、経費は平成 19 年度と同程度を

計上｡ 

【需要算出根拠】 

① 現状での運行形態となるため、平成 19 年度と同程度の需

要を計上｡ 

【運行収入算出条件】 

① 平成 21 年度想定収入は、利用料金が 1回 100 円であることから需要に 100 円を掛けて算出｡ 

② 平成 19 年度実績値は利用者数実績値に 100 円を掛けて算出｡ 

③ 平成 19 年度と同様の運行形態となるため、収入に大きな変化は無いと予測｡ 

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 5,086 509 5,072

予測値 5,100 510 5,072

予測値-H19 14 1 0
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7－4.村内巡回バスの整備計画案 

7－4－1.課題の整理 

(1) 通勤・通学時間帯の課題 

通勤・通学時間帯で特に大きな課題と成り得る、通学に主眼を置いて分析を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 現状、特に夕方の通学時及び通勤時間帯に公共交通手段が無い、智里西地区への公共交通

サービス提供｡ 

■ 伍和地区は現状、幹線道路沿いのサービスに限られているが、実際は集落が広く分散して

おり、それらへのサービスが満たされておらず、居住状況を考慮した広範囲のサービス確

保が課題｡ 

■ 伍和地区は、地元高校である阿智高校への登校時間帯と合っていない問題点がある｡ 

青い数字は各地区の阿智高校生

の「自動車送迎通学」の人数であ

る。 

地区

阿智村内 飯田市 阿智村内 飯田市

伍和地区 現 △ ○ ○ ○

問題点

※△：飯田市への通勤・通学はいいが、阿智高校へは早すぎる

朝 帰宅

幹線道路沿いのサービスでしかない。

地区

阿智村内 飯田市 阿智村内 飯田市

智里西地区 現 ○ × ○ ×

問題点

朝 帰宅

通学の時間帯には朝夕1便ずつ走ってはい
るが、利用者が極めて少ない。通勤には未
対応。
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(2) 昼間の課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 横川地区、浪合地区の公共交通空白地域に対する公共交通サービスの提供。 

■ 伍和地区は集落が広く分布しており、現状はバスが巡回しているが、乗車時間の長大化が

生じており、それの解消が課題である。しかし、長年の工夫により住民の中に浸透してき

たことは考慮する。 

■ 阿智巡回バスは現状 3便であり、基本サービスレベルは満たされていないが、現状を最低

限のサービスレベルとした計画案の立案が課題である。

【横川地区】 

公共交通サービスは空白地域である

ため、解消が課題となる。 

【浪合地区】 

村職員による福祉バスは運行されているが、 

公共交通サービスは空白地域であるため、解消が課題となる。

午前 午後 午前 午後

伍和地区 現 ○ ○ ○ ×

問題点
広く分布する集落をくまなく巡回しているた
め、運行時間の増大が生じている。

路線名
阿智村中心市街地 飯田市中心市街地

午前 午後 午前 午後

春日地区 現 ○ ○ × ○

問題点
飯田市への午前中の往復が出来ない状態
である。

路線名
阿智村中心市街地 飯田市中心市街地

午前 午後 午前 午後

智里西地区 現 ○ ○ ○ ―

問題点

路線名
阿智村中心市街地 飯田市中心市街地

飯田市への午後の往復が出来ない状態で
ある。

午前 午後 午前 午後

智里東地区 現 × ○ × ×

問題点

路線名
阿智村中心市街地 飯田市中心市街地

飯田市への往復が出来ない状態である。
阿智村への午前中往復が出来ない状況。
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7－4－2.整備計画案作成に向けての基本的考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前提条件前提条件

持続可能な施策選択持続可能な施策選択１１

現況の運行形態の尊重現況の運行形態の尊重２２

阿智村では、平成21年度以降「駒場線」の運行に対する応分の費用負担が新たに発生し、利用者意向を十分に
配慮し、既存ストックを活用した財政的持続可能な施策を選択するものとする。

「バス利用者アンケート」から「現況のままでいい」(61.3%)より、長年慣れ親しんだ現況の運行形態を大きく変える
ものでないこと。

現況の運行サービスレベルの確保現況の運行サービスレベルの確保３３

村内のどの地域とも、現在運行されている阿智巡回バスの運行サービスレベルは確保すること。

飯田市・村内の通勤・通学者への新たなサービスの提供飯田市・村内の通勤・通学者への新たなサービスの提供４４

阿智村内に居住し、阿智高校へ「家族の送迎」(40人 :阿智高生アンケート結果による)の多さに鑑み、阿智巡回バ
スによる通学支援サービス及び、村内居住者の通勤サービスを提供できること。

検討した運行形態とその評価検討した運行形態とその評価

通勤・通学者への新たなサービス付加パターン通勤・通学者への新たなサービス付加パターン１１

現在運行されている阿智巡回バスの運
行形態は変えず、阿智高校への通学及
び村内居住者の通勤を支援する新たな
便を運行するパターン。ただし、浪合地区
巡回バスについては、環境が整うまで現
状運行継続とし、環境が整い次第、事業
者への委託運行とする。

既存車両最大活用パターン既存車両最大活用パターン２２

浪合巡回バスの空き時間を活用し、浪
合地区の運行サービスの拡大を図り、他
地区は現況のサービスレベルを確保する
運行パターン。

既存車両を最大限に活用する分、運行余裕が少な
い。
委託車両が増えるため、運行経費が増加となる。

　現状の運行台数での運行となるため、運行経費
の節約となり現実的な案。

伍和地区デマンド試験運行パターン伍和地区デマンド試験運行パターン３３

近年各地で導入されている「デマンド運
行」の阿智村への導入可能性の試験も兼
ね、比較的需要の多いと考えられ、中産
間地域の多い伍和地区にデマンド方式を
導入するパターン。

中山間地域の運行にあたって安全上小型車両の
導入が必要となる。
運行方法が大きく変わるため、地元住民への周知
徹底が必要となる。
地元説明会において、デマンドではなく定時定路線
での運行が住民の意向であると確認した。

全地区デマンド運行パターン全地区デマンド運行パターン４４

阿智巡回バスを撤廃し、4系統でデマン
ド運行するパターン。

システムとしては現在以上のサービス拡大は図ら
れるが、初期投資が大きく、いきなりの導入には抵
抗がある。

本計画での提案本計画での提案

通勤・通学者への新たなサービス付加パターン通勤・通学者への新たなサービス付加パターン

　　
　　
　　
　　
　　
利利
　　
　　
　　
用用
　　
　　
　　
者者
　　
　　
　　
意意
　　
　　
　　
向向
　　
　　

伍和･智里東方面の運行に使われている
28人乗りマイクロバス
（委託運行）

春日･智里西方面の運行に使われている
28人乗りマイクロバス
（委託運行）

浪合地区の運行に使われている
ワンボックスカー

（今は村職員による無料運行）

通勤・通学への新たなサービス提供を通じて、村内巡回バスが生まれ変わる。 
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7－4－3.阿智巡回バス 伍和・智里東コースの整備計画案 

＜前提条件の確認＞ 
 
 
 
＜整備計画方針＞ 

 
 
＜運行路線図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜基本サービスレベルの満足度＞ 

 
 
 
 

 

 
 
＜ダイヤの検討＞ 
【現状のダイヤ：夏ダイヤ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ダイヤ検討案・・・夏ダイヤで検討】 
ピンク色が現状運行を引き継ぐダイヤ。青色が新設便、青枠がルート変更便。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜運行経費と需要＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

伍和コース

智里東コース

8:40

9:40

15:15

16:30

9:40

10:23

13:45

14:29

○飯田駅9:58着接続

12:30

13:45

16:30

17:13

7：05

7：18

7:50

8:20

17:25

17:55

○飯田駅11:30発接続
○飯田駅14:01着接続

　　待ち時間53分
○飯田駅14:30発接続

○飯田駅11:08着接続

○飯田駅13:00発接続
○飯田駅14:01着接続

○飯田駅15:40発接続

○直通便
○飯田駅7:50着接続

○ハーフ巡回運行
○飯田駅8:43着接続

○ハーフ巡回運行
○飯高16:15発接続

○飯田駅16:30発接続

※16:30頃飯田を出るバス

は調査からも、利用者数が

多い便である。

【運行経費算出方法】 

① 平成 19 年度阿智巡回バスへの運行委託費より、1km 単価

と年間運行距離より算出する。 

【条件】 

●運行日数：295 日 

●1km 当たり単価：198 円（H19 運行委託費÷年間運行距離）

【需要算出方法】 

① 伍和地区通学便利用者（高校生）の利用を推計。 

② 火曜日運行による新たな需要を沿線人口と日常生活

パターンより推計。 

③ ①、②で求めた需要を平成 19 年度実績値と合算し需

要とする。 

【智里東地区】 

西部コミュニティバスの沿線であるため、

通勤・通学は西部コミュニティバスでの対

応とする。 

【伍和地区】 

＜朝＞ 

中学生及び飯田市方面への対応便は直通便として運行。その後、現状巡回ルート

のハーフ巡回として、阿智高校登校時間に対応した時間帯に運行する。 

＜夕＞ 

今までの伍和路線バス夕方便をハーフ巡回で運行する。 

【運行収入算出条件】 

① 平成 21 年度想定収入は、利用料金が 1回 100 円であることから需要に 100 円を掛けて算出。 

② 平成 19 年度実績値は利用者数実績値に 100 円を掛けて算出。 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

伍和コース

智里東コース

8:30

9:30

15:30

16:45

9:30

10:13

13:14

13:58

12:02

13:14

16:45

17:28

7:05

7:18

17:40

17:55

伍和路線バス
飯田駅7:55着接続

伍和路線バス
飯田駅17:10発接続

○飯田駅10:08着接続

○飯田駅11:01着接続

○飯田駅11:40発接続
○飯田駅13:31着接続

○飯田駅12:30発接続
○飯田駅14:11着接続

○飯田駅15:00発接続
○飯田駅17:12着接続

○飯田駅16:00発接続

路線名 平日

阿智村内 飯田市 阿智村内 飯田市 午前 午後 午前 午後 便数

伍和地区 現 ○7:18着 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 5便

案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 6便

智里東地区 現 ○1 ○1 ○1 ○1 × ○ × × 3便

案 ○1 ○1 ○1 ○1 × ○ ○ × 3便

登校 下校 阿智村中心市街地 飯田市中心市街地

※○1:智里東は西部コミュニティバスが通るが、集落内は未通過である

■ 利用料金：1回 100 円・・・現状と変化なし｡ 

■ 運行日：日祝日以外運行・・・現状は火曜日運休であるが、計画では火曜日も運行とする。 

■ 通勤通学にも対応できるよう、朝夕のサービスを拡大する。 

■ 全便、可能な限り駒場線との接続に配慮する。 

■ 昼間、お年寄りが寿楽苑、湯ったり～な昼神または役場周辺への買い物に出かけるためのダイヤ。 
■ 通勤・通学については考慮されていない。 

【通勤・通学便について】 
■ 伍和地区の始発便は現状の伍和路線バスと同運行。朝夕の便は全て阿智高校に立ち寄る 

■ 2 便目は阿智診療所への通院にも対応｡ 

【昼便】 
■ 寿楽苑の講座開講時間に合わせるため、今のダイヤを大幅に崩さず、新しい駒場線ダイヤとの接

続を取る

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 11,200 1,120 5,458

予測値 14,300 1,430 9,600

予測値-H19 3,100 310 4,142
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7－4－4.阿智巡回バス 春日・智里西コースの整備計画案 

＜前提条件の確認＞ 
 
 
＜整備計画方針＞ 
 
 
 
＜運行路線図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜基本サービスレベルの満足度＞ 

 
 
 
 
 

 
 
＜ダイヤの検討＞ 
【現状のダイヤ・・・夏ダイヤ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ダイヤ検討案・・・夏ダイヤで検討】 
ピンク色が現状運行を引き継ぐダイヤ。青色が新設する便。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜運行経費と需要＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【横川地区】 

公共交通空白地域の解消 

朝と昼の 2便を週 1回連絡があった場合のみ迂回させる。 

【春日地区】 

阿智高校に近いことと、駒場線沿線であることから、通勤・

通学便の対応は取らない。 

【運行経費算出方法】 

① 平成 19 年度阿智巡回バスへの運行委託費より、1km 単価

と年間運行距離より算出する。 

【条件】 

●運行日数：295 日 

●1km 当たり単価：198 円（H19 運行委託費÷年間運行距離）

【運行収入算出条件】 

① 平成 21 年度想定収入は、利用料金が 1回 100 円であることから需要に 100 円を掛けて算出。 

② 平成 19 年度実績値は利用者数実績値に 100 円を掛けて算出。 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

智里西コース

春日コース

8:30

9:29

16:46

17:10

9:29

9:59

12:03

12:43

12:43

13:33

16:00

16:46

○スクールバスとの兼用
○飯田駅16:00発接続

7:30

7:50

○スクールバスとの兼用
○飯田駅8:44着接続

○飯田駅10:08着接続

○飯田駅11:40発接続
○飯田駅13:01着接続

○飯田駅10:39着接続

○飯田駅11:40発接続

○飯田駅15:40発接続

路線名 平日

阿智村内 飯田市 阿智村内 飯田市 午前 午後 午前 午後 便数

春日地区 現 ― ― ― ― ○ ○ × ○ 3便

案 ― ― ― ― ○ ○ × × 3便

智里西地区 現 ○ × ○ × ○ ○ ○ ― 3便（4便）

案 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5便

登校 下校 阿智村中心市街地 飯田市中心市街地

※智里西地区の午後の巡回バスは飯田方面への接続は考慮されていない。当案では昼の便を戸沢方面から来た場

合、学校前バス停に止まるものと設定し、駒場線との接続を考慮した。 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

智里西コース

春日コース

8:30

9:30

16:44

17:10

9:30

10:13

12:37

12:37

○飯田駅9:58着接続
12:37

13:33

16:00

16:44

7：25

8:00

○飯田駅11:25発接続

○飯高16:15、駅16:30発接続
※16:30頃飯田を出るバスは

調査からも、利用者数が多い

便である。

○飯田駅10:39着接続

17:30

17:55

○飯田駅15:40発接続

横川経由
○飯田駅15:40発接続
　　待ち時間33分

○スクールバス兼用

横川経由

8:00

13:55

12:00

○飯田駅11:30発接続
○飯田駅14:01着接続

9:30

○スクールバスとの兼用
○飯田駅8:44着接続 駒場線と接続は困難

■ 利用料金：1回 100 円・・・現状と変化なし 

■ 運行日：日祝日以外運行・・・現状は火曜日運休であるが、計画では火曜日も運行とする。

■ 通勤通学にも対応できるよう、朝夕のサービスを拡大する。 

■ 公共交通空白地帯である横川地区に 2便を週 1回連絡があった場合のみ迂回運行する。 

■ 全便、可能な限り駒場線との接続に配慮する。 

■ 昼間、お年寄りが寿楽苑、湯ったり～な昼神または役場周辺への買い物に出かけるためのダイヤ。

■ 通勤・通学に利用できる便は運行されているが、極めて利用者が少ない。 

【通勤・通学便について】 

■ 朝のスクールバス混乗と 16 時台のスクールバス混乗は継続する。 

■ 飯田市からの利用者のために、17 時台に通勤・通学便を新設する。 

【昼間便について】 

■ 横川地区は週に 1回、連絡があった場合のみ迂回運行する。 

【需要算出方法】 

① 伍和地区通学便利用者（高校生）の利用を推計 

② 火曜日運行による新たな需要を沿線人口と日常生活

パターンより推計。 

③ ①、②で求めた需要を平成 19 年度実績値と合算し需

要とする。 

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 5,351 535 4,951

予測値 6,400 640 8,600

予測値-H19 1,049 105 3,649
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7－4－5.浪合地区巡回バスの整備計画案 

＜前提条件の確認＞ 
 
 
 
＜整備計画方針＞ 

 
 
 
 
 
 
＜現状の運行路線図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜ダイヤの検討＞ 
【現状のダイヤ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ダイヤ検討案】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜運行経費と需要＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 運行方法：環境が整い次第委託運行に移行する。・・・現状は村職員による運行。 

■ 利用料金：1回 100 円・・・現状は無料 

■ 運行日：日祝日以外運行・・・現状は土日祝日運休 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

西部コミュニティバス

巡回バス　下半堀方面

巡回バス　駒場方面
9:00

9:45

治部坂高原→橋上医院

13:25

13:35

13:00

13:24

浪合バス停→下半堀

浪合バス停で西部コミュニ
ティバスから乗り換え

朝は浪合地区から直通で
阿智中心市街地へ

■ 今は村職員による無料巡回バスであるが、環境が整い次第、事業者による委託運行に移行する。 

■ 運行形態は、帰り便は西部コミュニティバスを浪合バス停で受ける形態だが、西部コミュニティバス

は昼神温泉を通過しないことから、利用者の利便性を考慮し、帰り便についても、阿智中心市街地か

ら直通で浪合地区へ運行させる。 

■ 委託運行に移行した際は、他の巡回バスとの整合性を図り 100 円の料金が考えられるが、今後の検討

課題である。 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

駒場方面

下半堀方面

9:00

9:45

治部坂高原→学校前

12:20

13:05

学校前→治部坂高原

【運行経費算出方法】 

① 平成 19 年度阿智巡回バスへの運行委託費より、1km 単価

と年間運行距離より算出する。 

【条件】 

●運行日数：295 日運行（日祝日運休） 

●1km 当たり単価：198 円（H19 運行委託費÷年間運行距離）

【需要算出方法】 

① 平成 20 年 5 月～9 月の実績値と同程度は利用すると

し、上記期間の 1 日利用者数を年間運行日数と掛け

算出。 

【運行収入算出条件】 

① 利用料金 100 円と仮定して、需要に掛け算出。 

【浪合地区から中心市街地へ行く便】 

■ ○治部坂高原、下半原方面を回り、中心市街地へ向かう直通運行の便を 1便運行。 

【昼頃、中心市街地から帰宅する便】 

■ ○利用者は 13:00 阿智高校前発の西部コミュニティバスを利用し、浪合バス停で待機する浪合地

区巡回バスに乗り換え、下半原方面へ帰宅する。 

■ 午前中に治部坂高原、下半堀方面から阿智中心市街地に行ける便を設定。 

■ 午前中の「行き便」で行き、約 2時間中心市街地に滞在し、帰宅できるように 12 時過ぎに阿智中

心市街地を出る便を設定する。 

【浪合地区】 

公共交通空白地域の解消 

下半堀方面に公共交通としてのバスを運行することによ

り、公共交通空白地域の解消を図る。 

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H20年度 ― 無料 ―

予測値 310 31 3,200

予測値-H19 310 31 3,200
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8.公共交通利用促進策の検討 

 
 
 
 
 
(1) 阿智村内バス路線のパンフレット作成・全戸配布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施策の概要】 

■ 阿智村内で利用できるバス路線についてのルート。ダイヤ、料金等を分かり易く示したパ

ンフレットを全戸に配布し、公共交通の周知徹底、公共交通への関心度アップを図る。

【施策検討の基本方針】 

■ 阿智村内の公共交通網は当計画により、新たな公共交通網として生まれ変わる。しかし、

ルートやダイヤだけの変更では利用者増加に結びつけることは難しい。そこで、公共交通

に対する意識向上、ＰＲを図れるような施策を検討し、ソフト的な面からの施策を検討す

る。 
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(2) 学校・地区へのバス利用についての説明会開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施策の概要】 

■ 公共交通は時刻やダイヤを変えただけでは、利用は伸びない。そこで、通学に使える便を

新たに増やすことにより、学校で生徒または保護者に対しての利用の呼びかけを含めた説

明会を実施する。 

■ また、主な利用者である、高齢者に対しても、各地区で利用を呼びかける説明会を実施する。

高校など、利用者が見込まれる場所にお

いて、説明会を実施し、公共交通への関

心度を高め、まずはバスを知ってもらう。

各地区の公民館で、バス交通について説

明会を開き、お年寄りやその家族へのバ

ス交通の関心度をアップさせる。 
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(3) バス停における分かりやすい時刻表の掲示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 高齢者自動車運転免許証自主返納への補助制度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施策の概要】 

■ 阿智巡回バス バス停に掲示されるバス時刻表を、目的地着時刻、帰りの時刻、当バス停

の通過時刻が一目で分かるような、分かりやすい時刻表を作成し、各バス停に掲示する。

【施策の概要】 

■ 昨今、高齢者運転による交通事故の増加が問題になっており、免許証を自主返納する高齢

者も増えている。そこで、自主返納した住民に対して、バス利用券を補助し、公共交通へ

の転換を促す。 
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9.需要・運行経費・運行収入の算出根拠 

 整備計画案の立案において、その計画によりどの程度需要が見込まれるか、どの程度の経費が

掛かるのか、どの程度の運賃収入が見込まれるのか、その算出根拠と算定結果を各路線ごとに示

す。なお、算定根拠の概要と算定結果は各路線の整備計画案の項にも示している。 
 文章中の実績値については阿智村役場資料を用いた。また阿智巡回バスの平成 19年度運行経費
実績値は、各コースの運行距離により按分し算出した。 
 
(1) 西部コミュニティバス 

≪算出根拠≫ 
項目 内容 

需要の推計 ○ 現状の運行形態と大きな変化は無いため、平成 18 年度と同程度の需要を見込

む。 

運行経費の算出 ○ 大きな運行形態の変化は無いため、平成 18 年度運行経費と同程度を見込む。

運賃収入 ○ 需要の推計結果より、平成 19 年度運賃収入と同程度の運賃収入を見込む。 

 
≪算定結果≫ 
 
 
 
※ 利用者数実績値は平成 18年度データ 

 
(2) 清内路村巡回バス 

≪算出根拠≫ 
項目 内容 

需要の推計 ○ 現状の運行形態と大きな変化は無いため、平成 19 年度と同程度の需要を見込

む。 

運行経費の算出 ○ 大きな運行形態の変化は無いため、平成 19 年度運行経費と同程度を見込む。

運賃収入 ○ 需要の推計結果より、平成 19 年度運賃収入と同程度の運賃収入を見込む。 

【算出式】 

運賃収入＝需要×100 円（1回の利用料金） 

 
≪算定結果≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 11,925 170 5,658

予測値 12,000 170 5,658

予測値-H19 75 0 0

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 5,086 509 5,072

予測値 5,100 510 5,072

予測値-H19 14 1 0
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(3) 阿智巡回バス 

≪算出根拠≫ 
項目 内容 

需要の推計 ≪朝夕の需要≫ 

○ 朝夕の便については、主利用者が高校生であると仮定し、沿線地区（伍和と

智里西を対象）の高校生居住人口の 1割*が利用するとし算出。 

*：阿智高校生アンケートの「バス路線に対する要望」で「登下校の時間にバス

を走らせてほしい」の回答割合 10.5% 

【算定式】 

朝夕需要＝各地区高校生居住人口×0.1×利用日数（200 日）×2（日乗車回数）

 

≪昼間の需要≫ 

○ 昼間は平成 19 年度利用実績値に火曜日運行需要を合算し求めた。 

○ 火曜日運行需要は伍和・智里東・春日・智里西地区を対象とし、住民意向調

査の中で日常生活における交通手段が「家族・友人等による自動車送迎」で

あり、外出目的が「通勤・通学以外」であり、外出頻度が「ほぼ毎日」に該

当する各地区の人数を需要とした。・・・Ａ 

○ 現状運行からの火曜日移行人数を考慮し、1便当り利用者数より推計値が少な

い場合、算出値全てを需要とし、多い場合は差分のみ需要とした。 

【算定式】 

火曜日運行需要Ｂ＝Ａ×火曜日数（50日）×3便 

昼間の需要＝Ｈ19 年度利用者数実績値+火曜日運行需要（Ｂ） 

 

運行経費の算出 ○ 平成 19 年度運行経費（委託費）実績値から 1ｋｍ単価を算出 198 円 

○ 1ｋｍ単価と計画案の年間運行距離より年間運行距離を算出 

【算定式】 

年間運行経費＝1ｋｍ単価×年間運行距離（各コース別） 

運賃収入 【算出式】 

運賃収入＝需要×100 円（1回の利用料金） 

 
≪算定結果≫ 
 伍和・智里東コース 
 
 
 
 
 春日・智里西コース 
 
 
 
 
 

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 11,200 1,120 5,458

予測値 14,300 1,430 9,600

予測値-H19 3,100 310 4,142

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H19年度 5,351 535 4,951

予測値 6,400 640 8,600

予測値-H19 1,049 105 3,649
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(4) 浪合地区巡回バス 

≪算出根拠≫ 
項目 内容 

需要の推計 ○ 計画案において、現状の浪合地区巡回バスと便数に大きな変化は無いため、

同程度の需要が見込まれると仮定した。 

○ 平成 20 年 5月～平成 20 年 9 月までの運行期間中の、1日当り平均利用者数を

求め、年間運行日数と掛け推計を行う。 

【算定式】 

需要＝平均日利用者数×運行日数（295 日） 

運行経費の算出 ○ 阿智巡回バスの 1ｋｍ単価を参考にし、同程度の経費と見込んで、年間運行距

離から算出。 

【算定式】 

年間運行経費＝1ｋｍ単価（阿智巡回バス）×運行日数 

運賃収入 【算出式】 

運賃収入＝需要×100 円（1回の利用料金） 

 
≪算定結果≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

需要（人） 運賃収入（千円） 運行経費（千円）

H20年度 ― 無料 ―

予測値 310 31 3,200

予測値-H19 310 31 3,200
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10.事業プログラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※国庫補助率は 1/2 を想定

※予測値は 12 か月分として計算

※西部コミュニティバスの利用者数は平成 18 年度データ

※→は利用動向検証し、今後の方向性を検討していく

※上記運行経費は試算結果であり、今後の諸状況により流動的である

※赤網掛け     は実証運行あるいは国庫補助対象事業である。 

施策 需要推計（人） 運行

路線種別 実施主体 19年度 予測 値 19年度

施策対象路線 内容 増減

駒場線 南信州広域連合

飯田市

■費用は通過市町村で、運行距離按分し費用を
分担する。

阿智村

西部コミュニティバス 根羽村

平谷村 11,925 12,000 75 5,658

阿智村

村内巡回バス ■伍和・智里東コース ＜伍和地区対象＞

■朝の１便以外にハーフ巡回便を１便増便する

■夕方の帰宅便をハーフ巡回便にルート変更 阿智村 11,200 14,300 3,100 5,458

＜伍和地区・智里東地区両地区対象＞

■駒場線のダイヤに合わせてダイヤ見直し

■春日・智里西コース ＜智里西地区対象＞

■夕、通勤・通学帰宅便を設定 阿智村 5,351 6,400 1,049 4,951

＜春日地区・智里西地区両地区対象＞

■駒場線のダイヤに合わせてダイヤ見直し

■浪合巡回バス 阿智村 310 310

清内路巡回バス ■現状通りで運行 5,086 5,100 14 5,072

公共交通利用促進策 ■阿智村全戸 ■パンフレットを作成し、全戸配布 阿智村

阿智高校・阿智村内各地区 ■高校生に対する公共交通説明会の開催 阿智村

■各地区における公共交通説明会の開催 阿智高校

■利用者に分かりやすい時刻表の掲示 阿智村

村内コミュニティバス 阿智村

バス停整備 ■浪合地区　バス停整備 ■新たにバス停を新規設置する 阿智村

バスラッピング ■各車両 ■阿智巡回バスの名称添付（マグネット式） 阿智村

合計

バス運行のみで合計 33,562 38,110 4,548 21,139

具体的対応

■阿智高校の下校時間を考慮したダイヤ変更

■高齢者の免許自主返納に対する公共交通利用
券の助成

阿智村・根羽村・平谷
村３村間コミュニティ

バス

■村内巡回バス　バス停

■現状の運行形態を継続し、環境が整い次第委
託運行とする。

■南信州広域連合が地域の基幹バス路線は運行
するため、駒場線は南信州地域公共交通総合連
携計画に則り、運行を行う。平成21年度

廃止代替路線

行経費（千円） 運賃収入（千円）

予測 値 19年度 予測 値 19年度 予測 値

増減 増減 国庫補助

6,500

5,658 0 170 170 0 5,488 5,488

9,600 4,142 1,120 1,430 310 4,338 8,170 4,085

8,600 3,649 535 640 105 4,416 7,960 3,980

3,200 3,200 31 31 3,169 1,585

5,072 0 509 510 1 4,563 4,562

250 250 250 125

500 500 500 250

500 500 500 250

100 100 100 50

18,805 37,199 10,325

32,130 10,991 2,334 2,781 447 18,805 35,849 9,650

施策実施予定
運行経費-運賃収入（千円）

平成24年度以降平成21年度 平成22年度 平成23年度
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11.事業評価の方法と実証運行に関する非継続基準案 

≪必要性≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪事業評価の手順≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　「地域公共交通活性化・再生総合事業」については、「平成20年2月29日国総計第101号」により、実
施した事業の事業評価が位置づけられている。一方、同計画によって位置づけられた事業について、P-
D-C-Aのサイクルによって、阿智村の公共交通をより望ましいものに構築していくのは当然のことであ
り、ここではその事業評価手法について記載するのもである。

　国に提出する事業評価の項目は、以下に示すものである。

　
①総合評価 ②連携計画策定調査の統合性・整合性 ③事業の自立性・持続性

④住民の参加等による地域関係者の実質的な合意形成

阿智村地域公共交通総合連携計画

　事業プログラムに従って、事業を実施する。

　事業の実施

実施した事業を定量的に評価するために、実施する事業の内容により、評価に必要な実態調査を実施する。
　＜実態調査の内容＞
■■利用実態調査利用実態調査
　本計画において、実証運行する「村内巡回バス」において、運行初期、中期、後期の3段階の時期を定め、標
準と思われる1日を各期間で特定し、運行している全便に乗り込み、バス停ごとの乗降者数を計測する。
■■利用者意識・満足度ヒアリング調査利用者意識・満足度ヒアリング調査
　利用実態調査の実施日に合わせ、利用者に対し、「利用目的」「利用頻度」「満足度」「改善点」等をヒアリング
する。
■■利用者日報の作成利用者日報の作成
　運行事業者の協力の下、系統別、便別利用者数を日報として整理する。

　事業評価のための実態調査の実施

事業評価のための実態調査をもとに、実証運行等の実績を系統的に整理し、事業の評価を実施する。
　＜事業評価の視点＞
■■利用者数が当初設定した目標値と比べてどうであったか
■■利用者数が目標値を下回った場合、その原因はどこにあるのか
■■利用者の満足度はどの程度であったのか

　事業評価の実施

　事業評価を踏まえ、事業評価書を作成する。作成内容は国に提出する「事業評価作成様式」による。

　事業評価書の作成

　事業評価書に基づき、実証運行の継続意思を含め、改善方策を検討する。

　実証運行の継続意思・改善方策の検討

　事業評価書に基づき、総合連携計画の見直しが必要な場合は、法定協議会を開催し、事業評価結果を報告
するとともに、連携計画見直し案を提示し、審議を経た後に変更案の承認を得、それを国に提出する。

　総合連携計画の変更・承認

　
　　次に示す基準に該当する便
　①設定した「運行1便当たり利用者数目標値19人」の20％（4人）に満たない便
　②設定した「阿智高校への家族による送迎車両25台」（＝削減台数28台）に対し、削減台数が目標値の20％（5
　　台）を下回る場合の「朝・夕の通勤・通学便」

　　以下に示す基準に該当する便または路線
　①浪合地区の月平均1便あたり利用者数が1.0人を下回る曜日の便
　②浪合地区の月平均1便当たり利用者数が0.5人以下の場合は浪合地区巡回バスそのもの

　実証運行に関する非継続基準（案）

実態調査結果を総合的に判断し、明らかに運行が非効率と判断される運行径路または運行便

＜阿智巡回バス＞

＜浪合巡回バス＞
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1.阿智村地域公共交通協議会の開催状況 

 当計画を検討してきた「阿智村地域公共交通協議会」開催状況について、開催日及び議題から

まとめ記す。 
 

表．協議会の開催状況 
開催日 協議会名 議題 
平成 20年○月○日 第 1回協議会 1. 

 
平成 20年 7月 28日 第 2回協議会 1. 阿智村地域公共交通協議会財務規定の一部を改正す

る規定の制定について 
2. 阿智村地域公共交通協議会会員等の費用弁償等に関
する規定の制定について 

3. 平成 20年度阿智村地域公共交通協議会補正予算（第
１号）について 

4. 阿智村地域公共交通総合連携計画策定業務委託業者
選定について 

平成 20年 9月 9日 第 3回協議会 1. 連携計画策定手順について説明 
2. 住民アンケート調査について 

平成 20年 12月 9日 第 4回協議会 1. 阿智村地域公共交通総合連携計画について（現況編） 
平成 21年 1月 26日 第 5回協議会 1. 阿智村地域公共交通総合連携計画について 

2. 地域公共交通活性化・再生総合事業に関する事後評
価について 

3. 信南交通駒場線について 
平成 21年 2月 26日 第 6回協議会 1. 阿智村地域公共交通総合連携計画について 
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2.阿智村地域公共交通協議会規約 

 
阿智村地域公共交通協議会規約 

 
 

第１章 総則 
（名称） 
第１条 この協議会は、阿智村地域公共交通協議会（以下「協議会」という。）という。 
 
 （事務所） 
第２条 協議会は、事務所を長野県下伊那郡阿智村駒場４８３番地に置く。 
 
 （目的） 
第３条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号。以下

「法」という。）第６条第１項の規定に基づき、地域公共交通総合連携計画（以下「連携計画」とい

う。）の作成に関する協議及び連携計画の実施に係る連絡調整を行うため設置する。 
 
 （事業） 
第４条 協議会は、第３条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

(1) 連携計画の策定及び変更の協議に関すること。 

(2) 連携計画の実施に係る連絡調整に関すること。 

(3) 連携計画に位置づけられた事業の実施に関すること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成するために必要なこと。 

 
第２章 会員等 

（協議会の会員） 
第５条 協議会は、次の各号に掲げるものをもって組織する。 
 (1) 市町村 
 (2) 公共交通事業者等 
 (3) 道路管理者 
 (4) 公安委員会 
 (5) 地域公共交通の利用者 
 (6) 学識経験者 
 (7) その他必要と認める者 
 
（届出） 
第６条 会員は、その氏名及び住所（会員が団体の場合については、その名称、所在地及び代表者

の氏名）に変更があったときは、遅滞なく協議会にその旨を届け出なければならない。 
 

第３章 役員等 
（役員の定数及び選任） 
第７条 協議会に次の役員を置く。 
(1)  会 長 １名 
(2)  副会長 １名 
(3)  監 事 ２名 
２ 前項の役員は、第５条の会員の中から総会において選任する。 
３ 会長、副会長及び監事は、相互に兼ねることはできない。 
 
（役員の職務） 
第８条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠けたときはその 
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職務を行う。 
３ 監事は、次の各号に掲げる業務を行う。 
(1) 協議会の業務執行及び会計の状況を監査すること。 
(2) 前号において不整な事実を発見したときは、これを総会に報告すること。 
(3) 前号の報告をするために必要があるときは、総会を招集すること。 
 
（役員の任期） 
第９条 役員の任期は、２年とする。 
２ 補欠又は増員による任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 
 
（任期満了又は辞任の場合） 
第１０条 役員は、その任期が満了し、又は辞任により退任しても、後任の役員が就任するまでの間

は、なおその職務を行うものとする。 
 
（役員の解任） 
第１１条 協議会は、役員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決を経て、その役員

を解任することができる。この場合において、協議会は、その総会の開催の日の１０日前までに、

その役員に対し、その旨を書面をもって通知し、かつ、議決の前に弁明する機会を与えるものとす

る。 
(1) 心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認められるとき。 
(2) 職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない非行があったとき。 
 
（役員の報酬） 
第１２条 役員には、別途定めるところにより、報酬を支払うことができる。 
２ 役員には、費用を弁償することができる。 
３ 前２項に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
 

第４章 総会 
（総会の種別等） 
第１３条 協議会の総会は、通常総会及び臨時総会とする。 
２ 総会の議長は、会長がつとめる。 
３ 通常総会は、毎年１回以上開催する。 
４ 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。 
(1) 会員現在数の３分の１以上から会議の目的たる事項を示した書面により請求があったとき。 
(2) 第８条第３項第３号の規定により監事が招集したとき。 
(3) その他会長が必要と認めたとき。 
（総会の招集） 
第１４条 前条第４項第１号の規定により請求があったときは、会長は総会を招集しなければならな

い。 
 
（総会の議決方法等） 
第１５条 総会は、会員現在数の過半数の出席がなければ開くことができない。 
２ 会員は、総会において、各１個の議決権を有する。 
３ 総会の議事は、出席者の議決権の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。この場合において議長は、議決に加わる権利を有しない。 
 
 
（総会の権能） 
第１６条 総会は、この規約において別に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項を議決する。 
(1) 事業計画及び収支予算の設定又は変更に関すること。 
(2) 事業報告及び収支決算に関すること。 
(3) 協議会規約、諸規程の制定及び改廃に関すること。 
(4) 規約第４条各号に関すること。 
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(5) その他協議会の運営に関する重要な事項。 

 
（書面又は代理人による表決） 
第１７条 やむを得ない理由により総会に出席できない会員は、書面又は代理人をもって議決権を

行使することができる。 
２ 前項の書面は、総会の開催までに協議会に到着しないときは、無効とする。 
３ 第１５条第１項及び第３項の規定の適用については、第１項の規定により議決権を行使した者は、

総会に出席したものとみなす。 
 
 (協議結果の尊重義務) 
第１８条 総会で協議が整った事項については、協議会の構成員はその協議結果を尊重しなければ

ならない。 
 
（議事録） 
第１９条 総会の議事については、議事録を作成しなければならない。 
 

第５章 幹事会 
(幹事会の構成等) 
第２０条 協議会の業務を円滑に行うため、幹事会を置くことができる。 
２ 幹事会の組織は会長が別に定める。 
３ 幹事の中から幹事長を互選する。 
４ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。 
 
 (幹事会の権能) 
第２１条 次の各号に掲げる事項は、幹事会において協議する。 
(1)総会に付議すべき事項に関すること。 
(2)総会の議決した事項の執行に関すること。 
(3)その他幹事会において必要と認めた事項に関すること。 
２ 幹事会において、前項第１号にあっては総会開催の直前に、第２号及び第３号にあっては必要

に応じて協議する。 
 
 

第６章 事務局 
（事務局） 
第２２条 総会の決定に基づき協議会の業務を執行するため、事務局を置く。 
２ 事務局は阿智村役場内に置く。 
３ 協議会は業務の適正な執行のため、事務局長を置く。 
４ 事務局長は、会長が任命する。 
５ 協議会の庶務は、事務局長が総括し処理する。 
 
（業務の執行） 
第２３条 協議会の業務の執行の方法については、この規約で定めるもののほか、次の各号に掲げ

る規程による。 
(1) 財務規程 
(2) 事務局規程 
 
（書類及び帳簿の備付け） 
第２４条 協議会は、第２条の事務所に次の各号に掲げる書類及び帳簿を備え付けておかなければ

ならない。 
(1) 協議会規約及び前条各号に掲げる規程 
(2) 役員等の氏名及び住所を記載した書面 
(3) 収入及び支出に関する証拠書類及び帳簿 
(4) その他前条各号に掲げる規程に基づく書類及び帳簿 
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第７章 会計 

（事業年度） 
第２５条 協議会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
 
（資金） 
第２６条 協議会の資金は、次の各号に掲げるものとする。 
(1) 会員からの負担金 
(2) 国からの補助金  
(3) その他の収入 
 
（資金の取扱い） 
第２７条 協議会の資金の取扱方法は、財務規程で定める。 
 
（事務経費支弁の方法等） 
第２８条 協議会の事務に要する経費は、第 26 条の資金をもって充てる。 
 
（収支予算） 
第２９条 協議会の事業計画及び収支予算は、会長が作成し、総会の議決を得なければならない。 
 
（監査等） 
第３０条 会長は、毎事業年度終了後、次の各号に掲げる書類を作成し、その監査を受けなければ

ならない。 
(1) 事業報告書 
(2) 収支計算書 
(3) 財産目録 
 
２ 監事は、前項の書類を受領したときは、これを監査し、監査報告書を作成して会長に報告すると

ともに、会長はその監査報告書を総会に提出しなければならない。 
３ 会長は、第１項各号に掲げる書類及び前項の監査報告書について、総会の承認を得た後、これ

を第２条の事務所に備え付けておかなければならない。 
 

第８章 協議会規約等の変更、協議会が解散した場合の措置 
（規約の変更） 
第３１条 この規約を変更する場合には、総会の承認を経るものとする。 
 
 
（協議会が解散した場合の措置） 
第３２条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった

者がこれを決算する。   
 

第９章 雑則 
（細則） 
第３３条 この規約に定めるもののほか、協議会の事務の運営上必要な細則は会長が別に定める。 
 
附 則 

１ この規約は、平成２０年３月２７日から施行する。 
２ 協議会の設立初年度の役員の選任については、その任期については、第９条第１項の規定にか

かわらず、平成２２年３月３１日までとする。 
３ 協議会の設立初年度の会計年度については、第 25 条の規定にかかわらず、この規約の施行の

日から平成２１年３月３１日までとする。 
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3.阿智村地域公共交通協議会構成員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区　　分 構　　成　　員

計画作成市町村 阿智村

行政 国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局

信南交通（株）

（有）伍和産業

南信州広域タクシー（有）

昼神タクシー（有）

国土交通省飯田国道事務所

長野県飯田建設事務所

阿智村ふるさと整備課

公安委員会 飯田警察署

熊谷　敏一

渋谷　まさ江

美濃部　淳

井原　晴子

川上　薫司

阿智高等学校

学識経験者 阿智村議会

阿智村観光協会

阿智村商工会

阿智村民生課

清内路村

平谷村

根羽村

阿智村総務課

西部地区ふるさと振興局

※阿智村地域公共交通会議を兼ねる

事務局

その他必要と認める者

阿智村地域公共交通協議会

公共交通事業者等

道路管理者

地域公共交通の利用者


